
審査意見への対応を記載した書類（６月） 

（目次） 児童教育学部 児童教育学科 

【設置の趣旨・目的等】 

１．ディプロマ・ポリシーを７つの学修成果と関連付けて説明しているが、ディプロマ・

ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関連性が必ずしも明確ではないため、具体的に

説明するとともに、両者の関連を示す資料についても併せて適切に改めること。また、

カリキュラム・ポリシーに学修成果の評価の在り方等に関する具体的な記述が見受け

られないことから、適切に改めること。（是正事項）…3 

【教育課程等】 

２．養成する人材像、教育課程及び履修モデルの整合性が不明確であるため、以下の点を 

明確に説明するとともに、必要に応じて履修モデルを見直すなど、適切に改めること。 

（是正事項）…14 

（１）必修科目が多く設定され、特に指導法に関する授業科目について全員が履修する必

要がないと考えられる授業科目についても必修科目として設定されており、単位制

度の実質化が伴っていないように見受けられることから、必要に応じて適切に改め

ること。

（２）必修科目にもかかわらず、専任教員が１人しか配置されていない授業科目があるた

め、クラス編成の方法や教員の負担への配慮について具体的に説明するとともに、

必要に応じて適切に改めること。

（３）履修モデルについて、卒業要件単位数を大幅に超えた単位数となっており、履修モ

デルとして適切でないと考えられることから、学生の負担の観点から妥当性・適切

性を具体的に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。

（４）履修モデルについて、組織としての教育ビジョンを明確にした上で、学生のキャリ

ア形成を意識した履修モデルとなるよう見直しを行うこと。

（５）多様な履修モデルが示されている一方で、これらに対応した学生への履修指導につ

いての説明が不十分なため、具体的に説明すること。

（６）「履修モデル⑦社会的実践力」について、教員免許や保育士資格の取得が想定されて 

いる他の履修モデルと比べて必要性が不明確であるため、その必要性について具体 

的に説明すること。 

３．シラバスについて、以下の点を明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改める

こと。（改善事項）…38 

（１）幼児理解の学問的な基盤である「教育方法論（幼）」において、根幹となる「子ども

理解」に関する授業計画の説明が不十分なため、必要に応じて当該科目の授業計画

の構成及び記載を適切に改めること。

（２）「特別支援教育」「障がい児保育指導論」「教育相談」といった科目の説明も全般的に 

表面的な記載にとどまっているため、履修する学生の理解を促す観点から十分に説 
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明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（３）シラバスの記載について、授業科目名称に付されている Aと Bの関連性が授業科目 

間で統一されていないなど、不備が散見されるため、網羅的に確認を行い、適切に 

改めること。 

 

４．実習について、以下の点が不明確であるため、明確に説明するとともに、必要に応じ

て適切に改めること。（改善事項）…45 

（１）実習に参加する学生の規模や実習参加の決定プロセス、指導体制等が不明確である

ため、明確に説明すること。 

（２）実習の評価について、実習担当教員が「総合的に判断し、単位認定を行う」旨の説

明があるが、評価の客観性が担保されているか不明確であるため、具体的かつ明確

に説明すること。 

 

【教員組織】 

５．専任教員の年齢構成が高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、若手

教員の採用計画など教員組織の将来構想を明確にすること。（改善事項）…48 

 

【人材需要の社会的動向・学生確保の見通し】  

６．定員充足の根拠となる客観的なデータとして、近隣大学の教員・保育者養成系学部の

志願状況を挙げているが、設置の必要性において当該地域には教員・保育者養成系学

部を持つ大学が設置されていないと説明を行っていることとの整合性が必ずしも明確

ではないため、その整合性について具体的に説明すること。…53 

 

７．付された意見以外の対応について 

教員組織の変更理由…55 
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（是正事項）児童教育学部 児童教育学科 

【設置の趣旨・目的等】 

１．ディプロマ・ポリシーを７つの学修成果と関連付けて説明しているが、ディプロマ・

ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関連性が必ずしも明確ではないため、具体的に説明

するとともに、両者の関連を示す資料についても併せて適切に改めること。また、カリキ

ュラム・ポリシーに学修成果の評価の在り方等に関する具体的な記述が見受けられないこ

とから、適切に改めること。 

（対応） 

 

付された審査意見のうち、ディプロマ・ポリシー（以下「ＤＰ」）とカリキュラム・ポリ

シー（以下「ＣＰ」）の関連性を明確にするため、ＤＰの各項目に対応するよう、ＣＰを修

正するとともに、両者の関連を示す資料である、設置の趣旨等を記載した書類の添付資料

「「ディプロマ・ポリシー」と「カリキュラム・ポリシー」の関連図」を、『ＤＰとＣＰ（知

識・理解）』、『ＤＰとＣＰ（汎用的技能）』、『ＤＰとＣＰ（汎用的技能）』ごとに整理する。 

 

ＤＰ（知識・理解） 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教育・保育の役割を理解するとともに、子どもの 

発達と学びを適切に支えることができる基礎的な知識を有している。 

【学修成果：①社会理解、②教育・保育基礎理解】 

 

ＣＰ（知識・理解） 

ＤＰ（知識・理解）を達成するため、区分Ⅰ「現代文明論」、区分Ⅱ「現代教養科目」（基

礎教養科目・発展教養科目・健康スポーツ科目）、区分Ⅲ「英語科目」（英語コミュニケー

ション科目）における教養教育の学びをとおして、現在の複雑化した社会の課題に対し、

文理融合的な幅広い視点から自らの考えを深め、行動していく姿勢を身につける。また、

区分Ⅳ「主専攻科目」の「専門基礎科目」における、「１教職・保育基礎科目群」の教育・

保育に関する原理、制度および方法等の基盤的な学びをとおして、子どもを取り巻く社会

状況及び社会における教育・保育の役割への理解を深めるとともに、子どもの発達と学び

を適切に支えることができる基礎的な知識を身につける。また、「２教科・保育内容に関す

る科目群」の教科に関する専門的事項、保育内容の各領域等の学びをとおして、子どもの

発達と学びを適切に支えることができる基礎的な知識を基盤として、個々の子どもの発達

と学びを総合的かつ連続的に捉え、子どもの内面を理解することができる力を身につける。 

 こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（汎用的技能）」、「ＤＰ（態度・志向性）」

で身に付けた力を、「７．卒業研究科目群」において“個々の課題意識に応じた主体的研究

姿勢に基づく学び”により集約し、「卒業研究レポート（論文）」としてまとめあげること

により、新たな価値を創出し、子どもの健やかな成長を支える共生社会の発展に貢献する

力を身に付け、３つのＤＰによる力を総合的に獲得していく。 

 以上に対応した「「ディプロマ・ポリシー」と「カリキュラム・ポリシー」の関連図」は

次のとおりである。 
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ＤＰ（汎用的技能） 

個々の子どもの発達と学びを総合的かつ連続的に捉えるとともに、適切な教育・保育を

構想し、それを実践することができる。 

【学修成果：③子ども理解、④教育・保育構想力、⑤教育・保育実践力】 

 

ＣＰ（汎用的技能） 

ＤＰ（汎用的技能）を達成するため、学修成果①②を踏まえ、区分Ⅳ「主専攻科目」の

「専門応用・実践科目」における、「２教科・保育内容に関する科目群」および「３教科・

保育内容の指導法に関する科目群」の各分野、各教科の専門性や、指導法等による、教育・

保育実践のための基盤となる学びをとおして、個々の子どもの発達と学びを総合的かつ連

続的に捉え、子どもの内面への理解を深め、それを基盤として、子どもの多様な発達と学

びに対応した教育・保育を構想することができる力を身につける。「４教科・保育研究に関

する科目群」の教材研究を深める学びをとおして、子どもの多様な発達と学びに対応した

教育・保育の構想力を高め、教育・保育を実践するための基盤を形成する。また、「５教育・

保育フィールド科目群」の観察、実践、実習といった、直接子どもと向き合った学びをと

おして、子どもの多様な発達と学びに対応した教育・保育を構想し、それに沿った教育・

保育を実践する力を身につけるとともに、実践後は評価・反省をとおして、その力を深め

ることができる。 

こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（知識・理解）」、「ＤＰ（態度・志向性）」

で身に付けた力を、「７．卒業研究科目群」において“個々の課題意識に応じた主体的研究

姿勢に基づく学び”により集約し、「卒業研究レポート（論文）」としてまとめあげること

により、新たな価値を創出し、子どもの健やかな成長を支える共生社会の発展に貢献する

力を身に付け、３つのＤＰによる力を総合的に獲得していく。 

以上に対応した「「ディプロマ・ポリシー」と「カリキュラム・ポリシー」の関連図」は

次のとおりである。 
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ＤＰ（態度・志向性） 

子どもを取り巻く課題に他者と協働して取り組み、新たな価値を創出することで、子ど

もの健やかな成長を支える共生社会の発展に貢献することができる。 

【学修成果：⑥協働力・創造力、⑦使命感】 

 

ＣＰ（態度・志向性） 

ＤＰ（態度・志向性）を達成するため、学修成果①②③④⑤を踏まえ、区分Ⅳ「主専攻

科目」の「専門発展科目」における、「６特化プログラム群」の教育・保育に関する現代的

課題に対応した学びをとおして、子どもの多様な発達と学びに対応した教育・保育を実践

し、そこでの課題に他者と積極的に関わりながら、それを乗り越え、真摯な姿勢で子ども

の健やかな成長を支える社会の実現のために尽力する態度を身につける。 

こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（知識・理解）」、「ＤＰ（汎用的技能）」で

身に付けた力を、「７．卒業研究科目群」において“個々の課題意識に応じた主体的研究姿

勢に基づく学び”により集約し、「卒業研究レポート（論文）」としてまとめあげることに

より、新たな価値を創出し、子どもの健やかな成長を支える共生社会の発展に貢献する力

を身に付け、３つのＤＰによる力を総合的に獲得していく。 

以上に対応した「「ディプロマ・ポリシー」と「カリキュラム・ポリシー」の関連図」は

次のとおりである。 
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付された審査意見のうち、“カリキュラム・ポリシーに学修成果の評価の在り方等に関す

る具体的な記述が見受けられない”との指摘に対しては、カリキュラム・ポリシーに次の

内容を追記する。 

 

■学修成果の評価方法と活用 

成績評価は、科目単位で観点別「学修成果」（①～⑦）の評価結果（達成度）を行い、学

生が身につけた資質・能力、学位プロクラムとしての学修成果を「ｅ-ポートフォリオシス

テム」を用いて可視化し、学生自身が学修成果を把握することに加え、学生への指導や、

教育システムの改善につなげていく計画である。 

具体的には、各科目に、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに定められた

７つの「学修成果」を内容に応じて設定し、シラバスに記載する。このシラバスには、観

点毎の評価比率、評価方法（ミニッツペーパー・小テスト、プレゼンテーション、実技・

実践活動、レポート、定期試験などの成果を用いる）が明示されており、成績評価の際に

は、ルーブリック評価表を用いて、「学修成果」の観点毎に評価し、科目毎に定められる評

価比率等に基づき、総合評価がなされる仕組みで運用していく。 

これにより、学生自身が身に付けた力を把握できることに加えて、学位プログラム単位、

学年単位、科目群単位等で集計することで、各単位における観点別学修成果結果（達成度）

が可視化・評価できる仕組みを構築し、教育システムの改善、授業内容の改善を継続的に

行っていく計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＰ・ＣＰ・各科目の学修成果と各科目における評価方法（まとめ） 
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以上の対応に基づき、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記するとともに、「「デ

ィプロマ・ポリシー」と「カリキュラム・ポリシー」の関連図」を修正する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 22～24ページ 

新 旧 

【カリキュラム・ポリシー】 

＜略＞ 
これらを踏まえて、以下の「教育課程編成の方

針」（カリキュラム・ポリシー）を定めるが、デ

ィプロマ・ポリシーとの関連を明確にするため、

ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）とカリキュラム・

ポリシー（ＣＰ）を並置して述べる。なお、カリ

キュラム・ポリシーには、学修成果の評価方法と

活用についても述べる。 
ＤＰ（知識・理解） 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教 

育・保育の役割を理解するとともに、子どもの 

発達と学びを適切に支えることができる基礎的

な知識を有している。 

【学修成果：①社会理解、②教育・保育基礎理解】 

 

ＣＰ（知識・理解） 

ＤＰ（知識・理解）を達成するため、区分Ⅰ「現

代文明論」、区分Ⅱ「現代教養科目」（基礎教養科

目・発展教養科目・健康スポーツ科目）、区分Ⅲ

「英語科目」（英語コミュニケーション科目）に

おける教養教育の学びをとおして、現在の複雑化

した社会の課題に対し、文理融合的な幅広い視点

から自らの考えを深め、行動していく姿勢を身に

つける。また、区分Ⅳ「主専攻科目」の「専門基

礎科目」における、「１教職・保育基礎科目群」

の教育・保育に関する原理、制度および方法等の

基盤的な学びをとおして、子どもを取り巻く社会

状況及び社会における教育・保育の役割への理解

を深めるとともに、子どもの発達と学びを適切に

支えることができる基礎的な知識を身につける。

また、「２教科・保育内容に関する科目群」の教

科に関する専門的事項、保育内容の各領域等の学

びをとおして、子どもの発達と学びを適切に支え

ることができる基礎的な知識を基盤として、個々

【カリキュラム・ポリシー】 

＜略＞ 
これらを踏まえて、以下の「教育課程編成

の方針」（カリキュラム・ポリシー）を定める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（知識・理解） 
子どもとそれを取り巻く社会状況及び教

育・保育の役割の理解、及び子どもの発達と

学びを適切に支えることができる基礎的な知

識を身につけるため、区分Ⅰ「現代文明論」、

区分Ⅱ「現代教養科目」、区分Ⅲ「英語科目」、

及び区分Ⅳ「主専攻科目」の中に「専門基礎

科目」を設定し、教員・保育者としての基盤

を形成する。 
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の子どもの発達と学びを総合的かつ連続的に捉

え、子どもの内面を理解することができる力を身

につける。 

 こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（汎

用的技能）」、「ＤＰ（態度・志向性）」で身に付け

た力を、「７卒業研究科目群」において“個々の

課題意識に応じた主体的研究姿勢に基づく学び”

により集約し、「卒業研究レポート（論文）」とし

てまとめあげることにより、新たな価値を創出

し、子どもの健やかな成長を支える共生社会の発

展に貢献する力を身に付け、３つのＤＰによる力

を総合的に獲得していく。 

 

ＤＰ（汎用的技能） 

個々の子どもの発達と学びを総合的かつ連続

的に捉えるとともに、適切な教育・保育を構想し、

それを実践することができる。 

【学修成果：③子ども理解、④教育・保育構想力、

⑤教育・保育実践力】 

 

ＣＰ（汎用的技能） 

ＤＰ（汎用的技能）を達成するため、学修成果

①②を踏まえ、区分Ⅳ「主専攻科目」の「専門応

用・実践科目」における、「２教科・保育内容に

関する科目群」および「３教科・保育内容の指導

法に関する科目群」の各分野、各教科の専門性や、

指導法等による、教育・保育実践のための基盤と

なる学びをとおして、個々の子どもの発達と学び

を総合的かつ連続的に捉え、子どもの内面への理

解を深め、それを基盤として、子どもの多様な発

達と学びに対応した教育・保育を構想することが

できる力を身につける。「４教科・保育研究に関

する科目群」の教材研究を深める学びをとおし

て、子どもの多様な発達と学びに対応した教育・

保育の構想力を高め、教育・保育を実践するため

の基盤を形成する。また、「５教育・保育フィー

ルド科目群」の観察、実践、実習といった、直接

子どもと向き合った学びをとおして、子どもの多

様な発達と学びに対応した教育・保育を構想し、

それに沿った教育・保育を実践する力を身につけ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（汎用的技能） 
個々の子どもの発達と学びを総合的かつ連

続的に捉え、適切な教育・保育を構想・実践

するため、区分Ⅳ「主専攻科目」の中に「専

門応用・実践科目」を設定し、現代の課題に

対応した教育・保育実践ができるようにする。 
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るとともに、実践後は評価・反省をとおして、そ

の力を深めることができる。 

こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（知

識・理解）」、「ＤＰ（態度・志向性）」で身に付け

た力を、「７卒業研究科目群」において“個々の

課題意識に応じた主体的研究姿勢に基づく学び”

により集約し、「卒業研究レポート（論文）」とし

てまとめあげることにより、新たな価値を創出

し、子どもの健やかな成長を支える共生社会の発

展に貢献する力を身に付け、３つのＤＰによる力

を総合的に獲得していく。 

 

ＤＰ（態度・志向性） 

子どもを取り巻く課題に他者と協働して取り

組み、新たな価値を創出することで、子どもの健

やかな成長を支える共生社会の発展に貢献する

ことができる。 

【学修成果：⑥協働力・創造力、⑦使命感】 

 

ＣＰ（態度・志向性） 

ＤＰ（態度・志向性）を達成するため、学修成

果①②③④⑤を踏まえ、区分Ⅳ「主専攻科目」の

「専門発展科目」における、「６特化プログラム

群」の教育・保育に関する現代的課題に対応した

学びをとおして、子どもの多様な発達と学びに対

応した教育・保育を実践し、そこでの課題に他者

と積極的に関わりながら、それを乗り越え、真摯

な姿勢で子どもの健やかな成長を支える社会の

実現のために尽力する態度を身につける。 

こうして身に付けた力と、別に述べる「ＤＰ（知

識・理解）」、「ＤＰ（汎用的技能）」で身に付けた

力を、「７卒業研究科目群」において“個々の課

題意識に応じた主体的研究姿勢に基づく学び”に

より集約し、「卒業研究レポート（論文）」として

まとめあげることにより、新たな価値を創出し、

子どもの健やかな成長を支える共生社会の発展

に貢献する力を身に付け、３つのＤＰによる力を

総合的に獲得していく。 

 

■学修成果の評価方法と活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（態度・志向性） 
子どもを取り巻く課題に他者と協働して取

り組み、新たな価値を創出するため、区分Ⅳ

「主専攻科目」の中に「専門発展・実践科目」

を設定し、子どもの健やかな成長を支える共

生社会の発展に貢献できるようにする。 
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成績評価は、科目単位で観点別「学修成果」（①

～⑦）の評価結果（達成度）を行い、学生が身に

つけた資質・能力、学位プロクラムとしての学修

成果を「ｅ-ポートフォリオシステム」を用いて

可視化し、学生自身が学修成果を把握することに

加え、学生への指導や、教育システムの改善につ

なげていく計画である。 

具体的には、各科目に、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーに定められた 7つの「学

修成果」を内容に応じて設定し、シラバスに記載

する。このシラバスには、観点毎の評価比率、評

価方法（ミニッツペーパー・小テスト、プレゼン

テーション、実技・実践活動、レポート、定期試

験などの成果を用いる）が明示されており、成績

評価の際には、ルーブリック評価表を用いて、「学

修成果」の観点毎に評価し、科目毎に定められる

評価比率等に基づき、総合評価がなされる仕組み

で運用していく。 

これにより、学生自身が身に付けた力を把握で

きることに加えて、学位プログラム単位、学年単

位、科目群単位等で集計することで、各単位にお

ける観点別学修成果結果（達成度）が可視化・評

価できる仕組みを構築し、教育システムの改善、

授業内容の改善を継続的に行っていく計画であ

る。 
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（是正事項）児童教育学部 児童教育学科 

２．養成する人材像、教育課程及び履修モデルの整合性が不明確であるため、以下の点を 

明確に説明するとともに、必要に応じて履修モデルを見直すなど、適切に改めること。 

（１）必修科目が多く設定され、特に指導法に関する授業科目について全員が履修する必 

要がないと考えられる授業科目についても必修科目として設定されており、単位制度の実

質化が伴っていないように見受けられることから、必要に応じて適切に改めること。 

（２）必修科目にもかかわらず、専任教員が１人しか配置されていない授業科目があるた 

め、クラス編成の方法や教員の負担への配慮について具体的に説明するとともに、必要に

応じて適切に改めること。 

（３）履修モデルについて、卒業要件単位数を大幅に超えた単位数となっており、履修モ 

デルとして適切でないと考えられることから、学生の負担の観点から妥当性・適切性を具

体的に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（４）履修モデルについて、組織としての教育ビジョンを明確にした上で、学生のキャリ 

ア形成を意識した履修モデルとなるよう見直しを行うこと。 

（５）多様な履修モデルが示されている一方で、これらに対応した学生への履修指導につ 

いての説明が不十分なため、具体的に説明すること。 

（６）「履修モデル⑦社会的実践力」について、教員免許や保育士資格の取得が想定されて 

いる他の履修モデルと比べて必要性が不明確であるため、その必要性について具体的に説

明すること。 

（対応） 

 

審査意見２．に対応するにあたり、対応の全体的な考え方について説明する。  

児童教育学部の教育課程は、養成する人材像及び審査意見１．への対応において示した

ＤＰ、ＣＰの達成のために、１、２年次において、教育・保育の基盤的な資質能力を確実

に身につけさせるために、必修科目を設定している。今回の審査意見を受けて、教育・保

育の基盤的な資質能力を確実に身につけさせる教育システムを担保し、予習・復習の時間

等を確保しつつ、学生がより主体的な履修選択ができるよう、必修科目を削減する教育課

程の一部見直しを行う。 

併せて、履修モデルは 124 単位の卒業要件単位数を基本とし、学生の希望に応じて、幼

稚園教諭、小学校教諭、保育士の資格取得を目指すことができるよう、指導しやすく整理

する。    

なお、学生の希望によっては、124単位の卒業要件単位数を超えるが、予習・復習の時間

を確保し、教員、学生にとって過度な負担がないように、授業を運営する体制を維持して

いく。 

以上の考えに基づき、付された意見について、次のとおり対応する。 

  

（１）への対応 

付された意見を踏まえ、改めて教育課程を見直した結果、「３教科・保育内容の指導法に

関する科目群」のうち、必修科目として設定していたⓐ「人間関係の指導法」（２単位）、

ⓐ「環境の指導法」（２単位）、ⓑ「初等生活科教育法」（２単位）、ⓑ「初等国語科教育法」
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（２単位）、ⓑ「総合的な学習の時間の指導法（小）」（２単位）、「１教職・保育基礎科目群」

のうち、ⓒ「情報機器活用の理論と方法」（１単位）、ⓒ「社会的養護」（２単位）、合計７

科目 13 単位を選択科目に変更する。 

具体的な修得方法として、上記ⓐ及びⓑの５科目を、既に設定している２つの選択必修

科目のグループに振分け、学生の選択状況により履修させる計画である。なお、ⓒの２科

目は選択必修科目としない。 

 

■ⓐ「人間関係の指導法」（2単位）、ⓐ「環境の指導法」（2 単位）の履修方法 

（変更前） 

「健康の指導法」「言葉の指導法」「表現（造形）の指導法」「表現（音楽）の指導法」

の、合計 4科目 8単位のうち、6 単位を修得する。 

 

（変更後） 

「健康の指導法」「言葉の指導法」「表現（造形）の指導法」「表現（音楽）の指導法」

に「人間関係の指導法」「環境の指導法」の 2 科目を加え、合計 6 科目 12 単位のう

ち 6単位を修得する。 

 

■ⓑ「初等生活科教育法」（2単位）、ⓑ「初等国語科教育法」（2単位）、ⓑ「総合的な学習

の時間の指導法（小）」（2 単位）の履修方法 

 

これらの「指導法に関する授業科目」は、ＤＰ（汎用的技能）として設定された「個々 

の子どもの発達と学びを総合的かつ連続的に捉えるとともに、適切な教育・保育を構想し、

それを実践することができる。」を達成するため、「２教科・保育内容に関する科目群」で

選択した科目、学んだ内容に合わせて「実践方法」を学んでいく重要な科目であることか

ら、以下のとおり＜選択必修科目＞として設定し、「２教科・保育内容に関する科目群」で

学生が選択した科目に合わせて選択できるように考慮し、卒業に必要な単位数の 124 単位

の範囲内で予習・復習時間を確保して学修を進められるように変更する。 

 

（変更前） 

「初等音楽科教育法」「初等図画工作科教育法」「初等算数科教育法」「特別活動の指

導法（小）」「初等社会科教育法」「初等理科教育法」「初等家庭科教育法」「初等体育

科教育法」「初等英語科教育法」「道徳の指導法（小）」「生徒指導論（小）」「進路指

導論（小）」の、合計 12科目 21単位のうち、10 単位を修得する。 

 

（変更後） 

「初等音楽科教育法」「初等図画工作科教育法」「初等算数科教育法」「特別活動の指

導法（小）」「初等社会科教育法」「初等理科教育法」「初等家庭科教育法」「初等体育

科教育法」「初等英語科教育法」「道徳の指導法（小）」「生徒指導論（小）」「進路指

導論（小）」に、「初等生活科教育法」「初等国語科教育法」「総合的な学習の時間の

指導法（小）」を加え、合計 15科目 27単位のうち、16 単位を修得する。 
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なお、以上述べてきた７科目 13単位を選択科目に変更することにより、教育・保育の基

盤的な資質能力を確実に身につけさせる教育システムの維持に支障は生じない。 

 

 以上の対応に基づき、「教育課程等の概要」、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追

記する。 

 

（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

卒業要件及び履修方法 

以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：24単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論（必修科目）                   

2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）                

12単位修得 

□科目区分Ⅲ英語科目（必修科目）                  

4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（必修科目）            

54単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（選択必修科目）          

22単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（選択科目）・他学部 

他学科科目 

 30単位修得  

合計 124 単位修得 

 

＜必修科目＞ 

■設定された必修科目を修得する。（計 54単位) 

 

＜選択必修科目＞ 

■科目区分Ⅳ主専攻科目 

「専門応用・実践科目」の「３教科・保育内 

容の指導法に関する科目群」のうち、「初等音

楽科教育法」「初等図画工作科教育法」「初等算

数科教育法」「初等生活科教育法」「特別活動の

指導法（小）」「初等国語科教育法」「初等社会

科教育法」「初等理科教育法」「初等家庭科教育

法」「初等体育科教育法」「初等英語科教育法」

「道徳の指導法（小）」「総合的な学習の時間の

卒業要件及び履修方法 

以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：24単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論 (必修科目)     

2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）      

12単位修得 

□科目区分Ⅲ英語科目（必修科目） 

 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（必修科目）          

67単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（選択必修科目）       

16単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目（選択科目）・他学部 

他学科科目 

 23単位修得                          

合計 124単位修得 

 

＜必修科目＞ 

■設定された必修科目を修得する。（計 67単位) 

 

＜選択必修科目＞ 

■科目区分Ⅳ主専攻科目 

「専門応用・実践科目」の「３教科・保育内

容の指導法に関する科目群」のうち、「初等音

楽科教育法」「初等図画工作科教育法」「初等算

数科教育法」「特別活動の指導法（小）」「初等

社会科教育法」「初等理科教育法」「初等家庭科

教育法」「初等体育科教育法」「初等英語科教育

法」「道徳の指導法（小）」「生徒指導論（小）」

「進路指導論（小）」から 10単位を修得する。 
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指導法（小）」「生徒指導論（小）」「進路指導論

（小）」から 16単位を修得する。 

■科目区分Ⅳ主専攻科目 

「専門基礎科目」の「２教科・保育内容に関 

する科目群」のうち、「子ども家庭支援の心理

学」「専門応用・実践科目」の「３教科・保育

内容の指導法に関する科目群」のうち、「人間

関係の指導法」「環境の指導法」「健康の指導

法」「言葉の指導法」「表現（造形）の指導法」

「表現（音楽）の指導法」 

以上から 6単位を修得する。（計 22単位) 

 

＜選択科目＞ 

■設定された選択科目、選択必修科目の余剰科 

目（計 30単位）  

 

 

■科目区分Ⅳ主専攻科目 

「専門基礎科目」の「２教科・保育内容に関

する科目群」のうち、「子ども家庭支援の心理

学」「専門応用・実践科目」の「３教科・保育

内容の指導法に関する科目群」のうち、「健康

の指導法」「言葉の指導法」「表現（造形）の指

導法」「表現（音楽）の指導法」以上から 6単

位を修得する。（計 16単位) 

 

 

＜選択科目＞ 

■設定された選択科目、選択必修科目の余剰科

目（計 23単位） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（29～35ページ） 

新 旧 

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

２）教育方法（修得すべき単位数と必選別の構

成と考え方） 

＜略＞ 

Ⓑ専門教育（区分Ⅳ「主専攻科目」）のうち「専

門基礎科目」（「１教職・保育基礎科目群」、「２

教科・保育内容に関する科目群」）は、学修成

果「①社会理解」「②教育・保育基礎理解」「③

子ども理解」の修得に重点を置くことで、子ど

もとそれを取り巻く社会についての基盤的知

見を確実に身につけられるようにするため、46

単位（上表②）を「必修」とする。 

Ⓒ「専門応用・実践科目」は、実際に子どもに

関わるための実践の基礎を学ぶ科目であり、学

生の学びの方向性に応じて、基礎から応用、そ

して実践力を身に付けられるように、決められ

たグループの科目（一部「２教科・保育内容に

関する科目群」の科目を含む）から 22単位（上

表③）を選択し修得する「選択必修」を設定す

る。 

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

２）教育方法（修得すべき単位数と必選別の構

成と考え方） 

＜略＞ 

Ⓑ専門教育（区分Ⅳ「主専攻科目」）のうち「専

門基礎科目」（「１教職・保育基礎科目群」、「２

教科・保育内容に関する科目群」）は、学修成

果「①社会理解」の修得に重点を置くことで、

子どもとそれを取り巻く社会についての知見

を基盤として身につけられるようにするため、

49単位（上表②）を「必修」とする。 

 

Ⓒ「専門応用・実践科目」においては、実際に

子どもに関わるための実践の基礎学ぶ科目に

ついて、特にその中核となる「子どもを連続的

に捉える力」を身に付けるために必要不可欠な

科目については５科目 10単位（上表③）を「必

修」とする。さらに学生の学びの方向性に応じ

て、基礎から応用、そして実践力を身に付けら

れるように、決められたグループの科目（一部
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Ⓓ「専門発展科目」の「７卒業研究科目群」は、

自らの学びの集大成として 8単位（上表④）を

「必修」とする。 

Ⓔ学生個々の進路、方向性、必要性、興味関心

等に応じて、専門科目に設定された選択科目、

他学部学科で開講される科目など 30 単位（上

表⑤）を「選択」として修得していく。 

＜略＞ 

この結果、「必修科目」72 単位、「選択必修科

目」22単位、「選択科目」30単位、計 124 単位

を卒業要件とする学位プログラムとなってい

る。 

＜略＞ 

３）教育方法（各科目区分の考え方） 

＜略＞ 

④区分Ⅳ「主専攻科目」（専門科目） 

ⓐ段階的カリキュラム構造による子どもの発

達段階に応じた子ども理解と対応力の形成 

＜略＞ 

「１教職・保育基礎科目群」、「２教科・保育

内容に関する科目群」の開設科目（45科目）の

うち、32 科目が必修科目となっており、確実に、

学修成果「①社会理解」、「②教育・保育基礎理

解」、「③子ども理解」といった教育・保育に関

する基盤的な力を形成できるようにしている。 

また、学生の学びの方向性に応じて、基礎か

ら応用、そして実践力を身に付けられるよう

に、「２教科・保育内容に関する科目群」及び

「３教科・保育内容の指導法に関する科目群」

において決められたグループの科目（22 科目）

を選択必修科目とし、時代のニーズに応じた教

育・保育に係る力を形成できるようにしてい

る。 

＜略＞ 

ⓓ「必修科目」と「選択科目」の設定 

「必修科目」 

＜略＞ 

「２教科・保育内容に関する科目群」の科目を

含む）から 16 単位（上表④）を選択し修得す

る「選択必修」として設定する。 

Ⓓ「専門発展科目」の「７卒業研究科目群」は、

自らの学びの集大成として 8単位（上表⑤）を

「必修」とする。 

Ⓔ学生個々の進路、方向性、必要性、興味関心

等に応じて、専門科目に設定された選択科目、

他学部学科で開講される科目など 23 単位（上

表⑥）を「選択」として修得していく。 

＜略＞ 

この結果、「必修科目」85 単位、「選択必修科

目」16単位、「選択科目」23単位、計 124単位

を卒業要件とする学位プログラムとなってい

る。 

＜略＞ 

３）教育方法（各科目区分の考え方） 

＜略＞ 

④区分Ⅳ「主専攻科目」（専門科目） 

ⓐ段階的カリキュラム構造による子どもの発

達段階に応じた子ども理解と対応力の形成 

＜略＞ 

「１教職・保育基礎科目群」、「２教科・保育

内容に関する科目群」の開設科目（45科目）の

うち、34科目が必修科目となっており、確実に、

学修成果「①社会理解」、「②教育・保育基礎理

解」、「③子ども理解」といった教育・保育に関

する基盤的な力を形成できるようにしている。  

また、「３教科・保育内容の指導法に関する

科目群」についても、児童教育学部が目指す「子

どもを連続的に捉える力」の形成に特に重要と

なる科目（５科目）については、必修科目とし、

時代のニーズに応じた教育・保育に係る力を形

成できるようにしている。 

 

 

＜略＞ 

ⓓ「必修科目」と「選択科目」の設定 

「必修科目」 

＜略＞ 
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社会との関わりを重視する「教養科目」、及

び「専門科目」の「専門基礎科目」から、社会

との関わりを踏まえ教育・保育の基盤について

学ぶ「１教職・保育基礎科目群」、「２教科・保

育内容に関する科目群」の科目を必修科目とし

た。 

 

 

 

 

さらに、学位プログラムの総集編ともいうべ

き、「専門発展科目」の「７卒業研究科目群」

についても、社会に向けて、自らの学びをどの

ように位置付けるかを修める意味において必

修科目とし、以上の 72 単位をもって「必修科

目」を設定した。 

 

「選択科目」（選択必修科目・選択科目） 

そのため「３教科・保育の指導法に関する科 

目群」を中心に、「２教科・保育内容に関する

科目群」の一部の科目を合わせた指定されたグ

ループの科目から、自分の興味や学びの方向性

に合わせて 22 単位を選択し修得する「選択必

修科目」を設定する。加えて、「必修科目」、上

記の「選択必修科目」以外に、「選択科目」と

して 30単位を定める。 

社会との関わりを重視する「教養科目」、及

び「専門科目」の「専門基礎科目」から、社会

との関わりを踏まえ教育・保育の基盤について

学ぶ「１教職・保育基礎科目群」、「２教科・保

育内容に関する科目群」を中心に必修科目とし

た。また、「専門応用・実践科目」、「３教科・

保育内容の指導法に関する科目群」のうち、児

童教育学部の目指す「子どもを連続的に捉える

力」の形成に強く関わる科目についても必修科

目とした。 

さらに、学位プログラムの総集編ともいうべ

き、「専門発展科目」の「７卒業研究科目群」

についても、社会に向けて、自らの学びをどの

ように位置付けるかを修める意味において必

修科目とし、以上の 85 単位をもって「必修科

目」を設定した。 

 

「選択科目」（選択必修科目・選択科目） 

そのため「３教科・保育の指導法に関する科

目群」を中心に、「２教科・保育内容に関する

科目群」の一部の科目を合わせた指定されたグ

ループの科目から、自分の興味や学びの方向性

に合わせて 16 単位を選択し修得する「選択必

修科目」を設定する。加えて、「必修科目」、上

記の「選択必修科目」以外に、「選択科目」と

して 23単位を定める。 

 

 

（２）への対応 

 児童教育学科の専門科目のクラス編成の方法は次のとおりである。 

 講義形態が「演習」の科目はすべて３クラス編成、「講義」科目も教育効果を考慮して、

２ないし３クラス編成を基本としている。２クラス編成の場合は、１クラス最大 75名、３

クラス編成の場合は、１クラス最大 50名の履修者を想定して編成している。 

 なお、初年次教育として位置付けられる「入門ゼミナールＡ」及び「入門ゼミナールＢ」

は、１クラス 25名程度、教員免許及び保育士取得に係る資質能力の形成を確認する「教職・

保育実践演習（幼・小・保）」については、１クラス 20名以内を想定して編成している。 

 以上により、教育効果に支障がないよう編成している。 

 また、教員の負担状況を説明するため、完成年度における、専任教員ごとの授業科目の

担当状況等のスケジュールを記載した「教員スケジュール」を示す。 
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教員スケジュール 春学期  ※赤字は必修科目で専任教員１名により担当する科目  黄色は研究日（会議、オフィスアワー対応を含む） 

 

 

 

 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

山

本 

1 

2前半）初等国語研究 

3前半）初等国語研究 

4  

1教育実習指導（小学校） 

2教育実習指導（小学校） 

3教育実習指導（小学校） 

4  

1 

2 

3 

4 

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4入門ゼミナールＡ 

 

桑

原 

1保育原理 

2保育原理 

3保育原理 

4 

1前半）言葉 

2前半）言葉 

3前半）言葉 

4 

1  

2  

3 

4  

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3  

4  

 

中

上 

1 

2後半）初等英語研究 

3後半）初等英語研究 

4     

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

 1  

2 

3 

4 

 

小

池 

1保育実習指導（施設） 

2保育実習指導（施設） 

3保育実習指導（施設） 

4 

1保育実習指導２ 

2保育実習指導２ 

3保育実習指導２ 

4  

1保育の心理学 

2保育の心理学 

3保育の心理学 

4  

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4入門ゼミナールＡ 

 

臧 1教育制度論（幼・小） 

2教育制度論（幼・小） 

3  

4  

  1教育・保育インターンシップＡ 

2教育・保育インターンシップＡ 

3入門ゼミナールＡ 

4 

1 卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

1教職論（幼・小） 

2教職論（幼・小） 

3 

4 

佐

藤 

 1表現（造形）の指導法 

2表現（造形）の指導法 

3表現（造形）の指導法 

4  

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3後半）初等図工研究 

4     

1 

2 

3後半）初等図工研究 

4地域連携ボランティア 

1前半）初等図画工作/後半）表現（造形） 

2前半）初等図画工作/後半）表現（造形） 

3前半）初等図画工作/後半）表現（造形）     

4  

 

内

山 

  1 

2 

3 

4 

1前半）特別活動の指導法（小） 

2前半）特別活動の指導法（小） 

3 

4  

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3  

4  

1前半）初等社会研究/後半）進指導論（小） 

2前半）初等社会研究/後半）進指導論（小） 

3 

4 

寳

來 

1前半）初等生活研究 

2前半）初等生活研究 

3 

4  

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3初等生活科教育法 

4 

1 

2 

3 

4接続期カリキュラム研究Ａ 

1 

2  

3初等生活科教育法 

4初等生活科教育法 

 

神

戸 

1初等算数科教育法 

2初等算数科教育法 

3初等算数科教育法 

4  

1教育実習指導（小学校） 

2教育実習指導（小学校） 

3教育実習指導（小学校） 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 前半）初等算数研究 

4  

1教育・保育インターンシップＡ 

2教育・保育インターンシップＡ 

3前半）初等算数研究 

4  

  

雲

財 

  1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

1 

2入門ゼミナールＡ 

3 

4 

1  

2 

3 

4  

1前半）初等理科研究 

2前半）初等理科研究 

3  

4 

前

田 

1教育原理（幼・小） 

2教育原理（幼・小） 

3教育原理（幼・小） 

4 

1 

2 

3 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3  

4 

1 

2入門ゼミナールＡ 

3  

4  

  

庄

司 

  1 

2 

3前半）生徒指導論（小） 

4  

1 

2 

3前半）生徒指導論（小） 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3  

4 

1 

2子ども家庭支援の心理学 

3子ども家庭支援の心理学 

4子ども家庭支援の心理学 

関

戸 

1保育実習指導１（施設） 

2保育実習指導１（施設） 

3保育実習指導１（施設） 

4 

  1 

2 

3 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

1特別支援教育（幼・小） 

2特別支援教育（幼・小） 

3特別支援教育指導論 

4 

田

中 

1教育方法論（小） 

2教育方法論（小） 

3 

4 

1 

2 

3 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3  

4 

1 

2 

3入門ゼミナールＡ 

4  

  

木

戸 

1保育内容研究Ｂ 

2 

3保育内容研究Ｂ 

4  

1環境の指導法 

2環境の指導法 

3環境の指導法 

4 

 1 

2 

3 

4  

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

 

天

野 

 1 

2 

3  

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

1 

2  

3 

4 

1人間関係の指導法 

2人間関係の指導法 

3人間関係の指導法 

4 

 

尾

里 

1保育実習指導１（施設） 

2保育実習指導１（施設） 

3保育実習指導１（施設） 

4 

1 

2 

3 

4  

1社会福祉 

2社会福祉 

3社会福祉 

4  

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

 

及

川 

研究日（会議、オフィスアワ

ー対応を含む） 

1保育実習指導２ 

2保育実習指導２ 

3保育実習指導２ 

4 

1前半）保育内容総論 

2前半）保育内容総論 

3前半）保育内容総論 

4  

1保育者論 

2保育者論 

3保育者論 

4  

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

 

石

井 

1 

2 

3 

4 

1保育実習指導２ 

2保育実習指導２ 

3保育実習指導２ 

4 

1子育て支援実習Ａ 

2 

3 

4 

1前半）子育て支援/後半）乳児保育演習 

2前半）子育て支援/後半）乳児保育演習 

3前半）子育て支援/後半）乳児保育演習 

4 

  

三

沢 

1後半）初等音楽研究 

2後半）初等音楽研究 

3 

4 

1表現（音楽）の指導法 

2表現（音楽）の指導法 

3表現（音楽）の指導法 

4  

1前半)表現(音楽)/後半)初等音楽 

2前半)表現(音楽)/後半)初等音楽 

3前半)表現(音楽)/後半)初等音楽 

4    

 1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3 

4 

 

綿

引 

1保育内容研究Ｂ 

2 

3保育内容研究Ｂ 

4 

1後半）健康 

2後半）健康 

3後半）健康 

4 

1卒業研究１ 

2発展ゼミナール１ 

3後半）初等体育研究 

4    

1 

2       

3後半）初等体育研究       

4  
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教員スケジュール 秋学期  ※赤字は必修科目で専任教員 1 名により担当する科目  黄色は研究日（会議、オフィスアワー対応を含む） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

山

本 

 1  

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

1前半）初等国語 

2前半）初等国語 

3入門ゼミナールＢ 

4  

1初等国語科教育法 

2初等国語科教育法 

3初等国語科教育法 

4  

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3子どもと文学 

4  

 

桑

原 

1言葉の指導法 

2言葉の指導法 

3言葉の指導法 

4 

 1保育内容研究Ａ 

2  

3保育内容研究Ａ 

4 

1教育実習指導（幼稚園） 

2教育実習指導（幼稚園） 

3教育実習指導（幼稚園） 

4  

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3子どもと文学 

4  

 

中

上 

1初等英語科教育法 

2初等英語科教育法 

3初等英語科教育法 

4  

1 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

1前半）初等英語 

2前半）初等英語 

3 

4 

 1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

小

池 

1保育実習指導１（保育園） 

2保育実習指導１（保育園） 

3保育実習指導１（保育園） 

4 

1  

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

1 

2 

3入門ゼミナールＢ 

4  

 1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

臧 1 

2  

3 

4 

1 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

1入門ゼミナールＢ 

2 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1教育・保育インターンシップＢ 

2教育・保育インターンシップＢ 

3 

4 

  

佐

藤 

1 

2 

3 

4 

1初等図工科教育法 

2初等図工科教育法 

3初等図工科教育法 

4 

1 

2 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

  

内

山 

1初等社会科教育法 

2初等社会科教育法 

3初等社会科教育法 

4  

 1後半）初等社会 

2後半）初等社会 

3 

4 

 1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

1総合的な学習の時間の指導法 

2総合的な学習の時間の指導法 

3 

4 

寳

來 

 1 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

1後半）初等生活 

2後半）初等生活 

3 

4 

1 

2 

3接続カリキュラム研究Ｂ 

4 

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

神

戸 

 1 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4 

 1教育・保育インターンシップＢ 

2教育・保育インターンシップＢ3 

4 

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

1前半）初等算数 

2前半）初等算数 

3 

4 

雲

財 

 1初等理科教育法 

2初等理科教育法 

3初等理科教育法 

4  

1  

2入門ゼミナールＢ 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

1前半）初等理科 

2前半）初等理科 

3前半）初等理科 

4 

 

前

田 

1幼児教育原理 

2幼児教育原理 

3  

4 

1保育の歴史 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保） 

4  

1 

2入門ゼミナールＢ 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

  

庄

司 

  1 

2  

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

1教育相談（幼・小） 

2 

3教育相談（幼・小） 

4  

1教育心理学（幼・小） 

2教育心理学（幼・小） 

3 

4 

関

戸 

1  

2障がい児保育指導論 

3  

4  

 1 

2 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

1障がい児保育 

2障がい児保育 

3障がい児保育 

4 

 

田

中 

1教育課程論（幼・小） 

2教育課程論（幼・小） 

3 

4 

1 

2教職保育実践演習（幼・小・保） 

3教職保育実践演習（幼・小・保）

4 

1入門ゼミナールＢ 

2 

3 

4 

 1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

木

戸 

研究日（会議、オフィスアワ

ー対応を含む） 

1後半）環境 

2後半）環境 

3後半）環境 

4 

 1教育実習指導（幼稚園） 

2教育実習指導（幼稚園） 

3教育実習指導（幼稚園） 

4 

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3  

4 

1後半）幼児理解 

2後半）幼児理解 

3野外体験保育 

4 

天

野 

1 

2 

3 

4 

1前半）人間関係 

2前半）人間関係 

3前半）人間関係 

4 

 1教育実習指導（幼稚園） 

2教育実習指導（幼稚園） 

3教育実習指導（幼稚園） 

4 

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

尾

里 

 1社会的養護 

2社会的養護 

3社会的養護 

4 

1 

2 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1 

2 

3 

4 

1子ども家庭福祉 

2子ども家庭福祉 

3子ども家庭福祉 

4 

 

及

川 

1保育実習指導１（保育園） 

2保育実習指導１（保育園） 

3保育実習指導１（保育園） 

4 

1乳児保育 

2乳児保育 

3乳児保育 

4 

  1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

1前半）教育方法論（幼） 

2前半）教育方法論（幼） 

3 

4 

石

井 

1保育実習指導１（保育園） 

2保育実習指導１（保育園） 

3保育実習指導１（保育園） 

4 

1乳児保育 

2乳児保育 

3乳児保育 

4 

1  

2子育支援実習Ｂ 

3 

4 

1     

2     

3     

4 

  

三

沢 

1初等音楽科教育法 

2初等音楽科教育法 

3初等音楽科教育法 

4 

 1 

2 

3 

4 

1 

2 

3 

4 

1卒業研究２ 

2発展ゼミナール２ 

3 

4 

 

綿

引 

 1 

2 

3 

4 

1 

2アダプテッド・スポーツ 

3卒業研究２ 

4発展ゼミナール２ 

1前半）初等体育 

2前半）初等体育 

3前半）初等体育 

4 

1健康の指導法 

2健康の指導法 

3健康の指導法 

4 
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「教員スケジュール」における赤字は、必修で専任教員１名により担当する科目である。

いずれの科目も先に述べた教育効果に支障がないようなクラス編成となっている。また、

すべての専任教員について、授業担当は１日３コマ以内であり、授業担当日以外に、研究

日（会議、オフィスアワー対応を含む）が１週あたり２日間（日曜日を除く）確保されて

おり、負担に配慮した体制となっている。 

 

 以上の対応に基づき、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記するとともに、「教

員スケジュール」を資料として追加する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（35、57ページ） 

新 旧 

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

４）成績評価・履修指導等 

①クラスサイズの考え方 

児童教育学科の専門科目のクラス編成の方 

法は次のとおりである。 

 講義形態が「演習」の科目はすべて３クラス 

編成、「講義」科目も教育効果を考慮して、２ 

ないし３クラス編成を基本としている。２クラ 

ス編成の場合は、１クラス最大 75名、３クラ 

ス編成の場合は、１クラス最大 50名の履修者 

を想定して編成している。 

 なお、アクティブ・ラーニング（グループワ 

ーク）を中心とする授業回においては、他教員 

が支援に回るなど、弾力的な運営を基本として 

いる。 

＜略＞ 

９ 教員組織の編成の考え方及び特色 

３．教員の担当科目と負担率 

＜略＞ 

３）教員のスケジュール 

教員の負担状況を説明するため、完成年度に 

おける、専任教員ごとの授業科目の担当状況等

のスケジュールを記載した「教員スケジュー

ル」を示す。【資料７】参照 

すべての専任教員について、授業担当は１日

３コマ以内であり、授業担当日以外に、研究日

（会議、オフィスアワー対応を含む）が１週あ

たり２日間（日曜日を除く）確保されており、

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

４）成績評価・履修指導等 

①クラスサイズの考え方 

専門科目のうち、「専門基礎科目」の科目に

関しては、75 名程度のクラスを想定している。

ただし、アクティブ・ラーニング（グループワ

ーク）を中心とする授業回においては、他教員

が支援に回るなど、弾力的な運営を基本として

いる。「専門応用・実践科目」「専門発展科目」

については、座学となるものは 50 名程度、ま

たはそれ以下とし、状況に応じて他教員の支援

を想定している。 

 

 

 

＜略＞ 

９ 教員組織の編成の考え方及び特色 

３．教員の担当科目と負担率 

＜略＞ 
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負担に配慮した体制となっている。 

 

 

（３）（４）（６）への対応 

 付された意見に対応すべく、卒業要件単位数を大幅に超えた履修モデルについて、学生

の負担の観点から妥当性・適切性のあるモデルとなるよう見直すとともに、組織としての

教育の方向性を明確にし、学生のキャリア形成を意識したモデルとなるよう、次のとおり

整理した。 

 児童教育学部児童教育学科は、教育研究上の目的や養成する人材像、ディプロマ・ポリ

シー、カリキュラム・ポリシーにより、「就学前教育・保育と小学校教育を連続したもの、

一体のものとして学ぶ観点を養成していくカリキュラム」が構築されている。それを踏ま

えて設定する履修モデルは、現在求められている「多様な子どもを、継続的に見通す力」

を持った教員（幼稚園教諭・小学校教諭）・保育者（保育士）の養成を基底とし、学生の卒

業後の進路を見通した次の３つのモデルとする。 

 

 履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭 

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った小学校教諭 

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った保育士 

 

そして、上記３つのそれぞれの履修モデルにおいて、資格取得を希望しない場合を想定

し、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士それぞれの専門性や連続性・関連性に基づいた知識

をもって、企業や自治体などでの活躍を希望する学生への指導もできるように変更してい

る。 

すなわち、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士の３つの分野を切り口に、学生が興味を持

つ分野から学修を進め、学生の希望に応じて、資格を取得しないパターンから、全ての資

格を取得するパターンまで、履修指導ができるように、「履修モデル」と、新たに提示する

「時間割」を組み合わせながら履修指導を行っていく計画である。 

 

なお、履修モデル①においては、幼稚園教諭に加え、さらに小学校教諭免許、保育士資

格の３つの資格全て取得するパターンを示しており、修得すべき単位数は 170単位となる。

このパターンが学生にとって最も学生の負担が大きくなるため、「時間割」（『履修モデル①

「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋小学校教諭免許＋保育士

資格】（合計単位数 170単位）』）にて学生の負担について分析している。 

結果として、２年次後期月曜日・３年次前期月曜日・３年次後期月曜日・４年次前期木

曜日で１日３コマとなるものの前日の授業を０として予習・復習時間を確保し、他の学期・

曜日時限においては、最大で２コマとして、予習・復習の時間を確保しながら、４年間の

学修を進められる体制を整えている。各履修モデルの詳細は以下のとおりである。 

 

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの
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連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、それに基づいた就学前の子どもの教育を展開

できる幼稚園教諭を目指す。また、幼稚園教諭免許に加え、小学校教諭免許、保育士資格

の取得を目指す場合の履修、資格取得を希望しない場合の履修についても示す。 

 

【予想される将来像】幼稚園教諭 〈さらに資格取得を希望する場合〉小学校教諭、保育

士、保育教諭 〈資格取得を希望しない場合〉子どもに関わる一般企業（例えば民間幼児

教室、スイミングスクール）など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子どもを連続的に捉える力や、社会的課題へ

の理解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化プログラム」に参加を促すなどの履修

指導を行っていく。 

 

 

 

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭 

 科目区分 １セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター  

教
養
科
目
・
他 

教養科目 

【学修成果①】 

入門ゼミナールＡ 

シティズンシップ（現代社会と市民） 

シティズンシップ（社会参画の意義） 

健康・フィットネス理論実習 

英語リーディング＆ライティング 

入門ゼミナールＢ 

地域理解 

国際理解 

生涯スポーツ理論実習 

英語リスニング＆スピーキング 

現代文明論 

 

現代教養講義     

 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

１教職・保育基礎科目群 

【学修成果①②】 

日本国憲法 

情報機器操作 

教育原理（幼・小） 

教職論（幼・小） 

保育原理 

保育者論 

教育心理学（幼・小） 

教育課程論（幼・小） 

幼児理解 

子ども家庭福祉 

★情報機器活用の理論と方法 

教育制度論（幼・小） 

特別支援教育（幼・小） 

教育方法論（小） 

保育の心理学 

教育方法論（幼） 

社会的養護 

 

 教育相談（幼・小）   

 

２教科・保育内容に関す

る科目群 

【学修成果②③】 

保育内容総論 初等算数 

人間関係 

環境 

乳児保育 

障がい児保育 

初等音楽 

初等図画工作 

健康 

言葉 

表現（造形） 

表現（音楽） 

初等国語 

初等社会 

初等理科 

初等生活 

初等家庭 

初等体育 

初等英語 

    

専
門
応
用
科
目 

３教科・保育内容の指導

法に関する科目群 

【学修成果③④】 

  人間関係の指導法 

環境の指導法 

初等音楽科教育法 

初等図画工作科教育法 

健康の指導法 

言葉の指導法 

初等算数科教育法 

特別活動の活動法（小） 

表現（造形）の指導法 

表現（音楽）の指導法 

初等国語科教育法 

初等英語科教育法 

道徳の指導法（小） 

総合的な学習の時間の指導法（小） 

生徒指導論（小） 

進路指導論（小） 

 

 

４教科・保育研究に関す

る科目群 

【学修成果④⑤】 

   

 

  保育内容研究Ａ   

専
門
発
展
・
実
践
科
目 

５教育・保育フィールド

科目群 

【学修成果④⑤】 

  

 

♦学校体験活動   教育実習指導（幼稚園） 

♦教育実習（幼稚園） 

 

 教職・保育実践演習（幼・小・保） 

 ６特化プログラム群 

【学修成果⑤～⑦】 

  

 

  

 

  接続期カリキュラム研究Ａ 

♦教育・保育ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟＡ 

♦教育・保育ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟＢ 

７卒業研究科目群 

【学修成果①～⑦】 

    

 

発展ゼミナール１ 発展ゼミナール２ 卒業研究１ 卒業研究２ 

授業期間内単位数 20 21 20 20 9 16 6 4 116 

★集中・♦学外実習単位 0 1 2 0 0 3 1 1 8 

合計単位数 

（うち必修科目の単位） 

20 

（16） 

22 

（20） 

22 

（16） 

20 

（10） 

9 

（2） 

19 

（4） 

7 

（2） 

5 

（2） 

124

（72） 

１）この履修モデルによって学びを進め、さらに小学校教諭免許、保育士資格の取得を目指す場合は、次の科目を修得する。 

【＋小学校教諭免許】「初等生活科教育法」「初等社会科教育法」「初等理科教育法」「初等家庭科教育法」「初等体育科教育法」「教育実習指導（小学校）」「教育実習（小学校）」合計 15単位 ※履修方法は別紙「時間割」を参照 

【＋保育士資格】  「社会福祉」「幼児教育原理」「乳児保育演習」「子育て支援」「保育の計画と評価」「保育実習指導１（保育園）」「保育実習１（保育園）」「子ども家庭支援論」「子ども家庭支援の心理学」「子どもの理解と援助」「子どもの食と栄養」 

「子どもの健康と安全」「社会的養護演習」「保育実習指導１（施設）」「保育実習１（施設）」「子どもの保健」「保育実習指導２」「保育実習２」合計 31単位 ※履修方法は別紙「時間割」を参照 

２）合計単位数は、①幼稚園教諭免許・小学校教諭免許の取得は 139単位、②幼稚園教諭免許・保育士資格の取得は 155単位、③幼稚園教諭免許・小学校教諭免許・保育士資格の取得は 170 単位となる。 

３）この履修モデルによって学びを進めるなかで、資格取得を希望しない場合は、黄色の科目（合計 9単位）は履修をしないように指導し、学生の興味関心に応じて、「５教育・保育フィールド科目群」の「地域連携ボランティア」や「６特化プログラム群」等

の中から 9単位を修得するように指導する。 

４）資格取得を希望しない学生の合計単位数は 124単位となる。 
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＡ 卒業研究１ ［後半］進路指導論（小）

３年 ［前半］特別活動の指導法（小）

２年 教育制度論（幼・小） 環境の指導法
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 情報機器操作 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年

３年 初等算数科教育法 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 ［前半］生徒指導論（小）

３年 表現（音楽）の指導法

２年
［前半］言葉
［後半］健康

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習 日本国憲法

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 0 ０ ０ ３ １ １

３年 １ ２ ０ １ １ ０

２年 ２ ２ ２ ０ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ １ ２

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＢ

３年 初等英語科教育法 保育内容研究Ａ 教育実習指導（幼稚園） 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 言葉の指導法 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 道徳の指導法（小）

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング
［前半］初等算数
［後半］幼児理解

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２

３年 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 健康の指導法 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ １ ０ ０

３年 １ ０ ２ ２ １ ２

２年 ２ ２ ２ １ ２ ２

１年 １ ２ １ ２ ２ ２

履修コマ
数

※実習除
く

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習

★集中・♦学外実習

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭（合計単位数124単位）　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目

♦「学校体験活動」（２年前期［３セメスター］、６月／９月）

★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）、♦「教育実習（幼稚園）」（３年後期［６セメスター］、２月）

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭（合計単位数124単位）　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目

４限目
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育実習指導（小学校） 教育・保育インターンシップＡ 卒業研究１ ［後半］進路指導論（小）

３年 ［前半］特別活動の指導法（小）

２年 教育制度論（幼・小） 環境の指導法
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 情報機器操作 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年

３年 初等算数科教育法 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 ［前半］生徒指導論（小）

３年 表現（音楽）の指導法 初等生活科教育法

２年
［前半］言葉
［後半］健康

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習 日本国憲法

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 0 １ ０ ３ １ １

３年 １ ２ １ １ １ ０

２年 ２ ２ ２ ０ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ １ ２

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＢ

３年 初等英語科教育法 保育内容研究Ａ 教育実習指導（幼稚園） 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 言葉の指導法 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 初等家庭科教育法 初等体育科教育法 道徳の指導法（小）

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング
［前半］初等算数
［後半］幼児理解

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２

３年 初等社会科教育法 初等理科教育法 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 健康の指導法 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ １ ０ ０

３年 ３ ２ ２ ２ １ ２

２年 ２ ２ ２ １ ２ ２

１年 １ ２ １ ２ ２ ２

履修コマ
数

※実習除
く

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋小学校教諭免許】（合計単位数139単位）　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目

４限目

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習 ★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）、♦「教育実習（幼稚園）」（３年後期［６セメスター］、２月）

★集中・♦学外実習 ♦「学校体験活動」（２年前期［３セメスター］、６月／９月）、♦「教育実習（小学校）」（４年前期［７セメスター］、６月）

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋小学校教諭免許】（合計単位数139単位）　　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＡ 卒業研究１ ［後半］進路指導論（小）

３年 保育実習指導１（施設）
［前半］特別活動の指導法（小）
［後半］子どもの健康と安全

子ども家庭支援の心理学

２年 教育制度論（幼・小） 環境の指導法
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 情報機器操作 社会福祉 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年 保育実習指導２

３年 初等算数科教育法 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 ［前半］生徒指導論（小） 子どもの保健

３年
［前半］子どもの理解と援助
［後半］社会的養護演習

表現（音楽）の指導法 子ども家庭支援論 子どもの食と栄養

２年
［前半］言葉
［後半］健康

［前半］子育て支援
［後半］乳児保育演習

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習 日本国憲法

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 ０ １ ０ ３ ２ １

３年 ３ ２ ０ ２ １ ２

２年 ２ ２ ２ １ ２ ２

１年 ２ ２ ２ ２ １ ２

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＢ

３年 初等英語科教育法 保育内容研究Ａ 教育実習指導（幼稚園） 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 言葉の指導法 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年 幼児教育原理
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 道徳の指導法（小）

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング
［前半］初等算数
［後半］幼児理解

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２

３年 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 保育実習指導１（保育園） 保育の計画と評価 健康の指導法 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ １ ０ ０

３年 １ ０ ２ ２ １ ２

２年 ３ ２ ２ ２ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ ２ ２

４限目

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習 ★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）、♦「保育実習１（保育園）」（２年後期［４セメスター］、２月）、♦「教育実習（幼稚園）」（３年後期［６セメスター］、２月）

★集中・♦学外実習 ♦「学校体験活動」（２年前期［３セメスター］、６月／９月）、♦「保育実習１（施設）」（３年前期［５セメスター］、９月）、♦「保育実習２」（４年前期［７セメスター］、８月）

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋保育士資格】（合計単位数155単位）　　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目

履修コマ
数

※実習除
く

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋保育士資格】（合計単位数155単位）　　　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育実習指導（小学校） 教育・保育インターンシップＡ 卒業研究１ ［後半］進路指導論（小）

３年 保育実習指導１（施設）
［前半］特別活動の指導法（小）
［後半］子どもの健康と安全

子ども家庭支援の心理学

２年 教育制度論（幼・小） 環境の指導法
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 情報機器操作 社会福祉 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年 保育実習指導２

３年 初等算数科教育法 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 ［前半］生徒指導論（小） 子どもの保健

３年
［前半］子どもの理解と援助
［後半］社会的養護演習

表現（音楽）の指導法 初等生活科教育法 子ども家庭支援論 子どもの食と栄養

２年
［前半］言葉
［後半］健康

［前半］子育て支援
［後半］乳児保育演習

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習 日本国憲法

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 0 ２ ０ ３ ２ １

３年 ３ ２ １ ２ １ ２

２年 ２ ２ ２ １ ２ ２

１年 ２ ２ ２ ２ １ ２

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＢ

３年 初等英語科教育法 保育内容研究Ａ 教育実習指導（幼稚園） 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 言葉の指導法 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年 幼児教育原理
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 初等家庭科教育法 初等体育科教育法 道徳の指導法（小）

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング
［前半］初等算数
［後半］幼児理解

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２

３年 初等社会科教育法 初等理科教育法 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 保育実習指導１（保育園） 保育の計画と評価 健康の指導法 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ １ ０ ０

３年 ３ ２ ２ ２ １ ２

２年 ３ ２ ２ ２ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ ２ ２

履修コマ
数

※実習除
く

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋小学校教諭免許＋保育士資格】（合計単位数170単位）　　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目

４限目

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習 ★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）、♦「保育実習１（保育園）」（２年後期［４セメスター］、２月）、♦「教育実習（幼稚園）」（３年後期［６セメスター］、２月）

★集中・♦学外実習
♦「学校体験活動」（２年前期［３セメスター］、６月／９月）、♦「保育実習１（施設）」（３年前期［５セメスター］、９月）、♦「教育実習（小学校）」（４年前期［７セメスター］、６月）、♦「保育実習２」（４年前期［７セメス
ター］、８月）

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚園教諭【＋小学校教諭免許＋保育士資格】（合計単位数170単位）　　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目
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履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った小学校教諭 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの

連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、それに基づいた教育を展開できる小学校教諭

を目指す。 

 

【予想される将来像】小学校教諭 〈資格取得を希望しない場合〉学童保育指導員、子ど

もに関わる一般企業（例えば学習塾、スイミングスクール）など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子どもを連続的に捉える力や、社会的課題へ

の理解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化プログラム」に参加を促すなどの履修

指導を行っていく。 

 

 

 

 

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った小学校教諭 

 科目区分 １セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター  

教
養
科
目
・
他 

教養科目 

【学修成果①】 

入門ゼミナールＡ 

シティズンシップ（現代社会と市民） 

シティズンシップ（社会参画の意義） 

健康・フィットネス理論実習 

英語リーディング＆ライティング 

入門ゼミナールＢ 

地域理解 

国際理解 

生涯スポーツ理論実習 

英語リスニング＆スピーキング 

現代文明論 

 

現代教養講義     

 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

１教職・保育基礎科目群 

【学修成果①②】 

日本国憲法 

情報機器操作 

教育原理（幼・小） 

教職論（幼・小） 

保育原理 

保育者論 

教育心理学（幼・小） 

教育課程論（幼・小） 

子ども家庭福祉 

★情報機器活用の理論と方法 

教育制度論（幼・小） 

特別支援教育（幼・小） 

教育方法論（小） 

保育の心理学 

教育方法論（幼） 

社会的養護 

 

 教育相談（幼・小）   

 

２教科・保育内容に関す

る科目群 

【学修成果②③】 

保育内容総論 初等算数 

人間関係 

環境 

乳児保育 

障がい児保育 

初等音楽 

初等図画工作 

健康 

言葉 

表現（造形） 

表現（音楽） 

初等国語 

初等社会 

初等理科 

初等生活 

初等家庭 

初等体育 

初等英語 

    

専
門
応
用
科
目 

３教科・保育内容の指導

法に関する科目群 

【学修成果③④】 

  人間関係の指導法 

 

初等音楽科教育法 

初等図画工作科教育法 

 

初等算数科教育法 

初等生活科教育法 

特別活動の指導法（小） 

表現（造形）の指導法 

表現（音楽）の指導法 

 

初等国語科教育法 

初等社会科教育法 

初等理科教育法 

初等家庭科教育法 

初等体育科教育法 

初等英語科教育法 

道徳の指導法（小） 

総合的な学習の時間の指導法（小） 

生徒指導論（小） 

進路指導論（小） 

 

 

４教科・保育研究に関す

る科目群 

【学修成果④⑤】 

   

 

   初等音楽研究 

初等図画工作研究 

 

専
門
発
展
・
実
践
科
目 

５教育・保育フィールド

科目群 

【学修成果④⑤】 

  

 

♦学校体験活動    教育実習指導（小学校） 

♦教育実習（小学校） 

教職・保育実践演習（幼・小・保） 

 ６特化プログラム群 

【学修成果⑤～⑦】 

  

 

  

 

  接続期カリキュラム研究Ａ 

♦教育・保育ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟＡ 

♦教育・保育ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟＢ 

７卒業研究科目群 

【学修成果①～⑦】 

    

 

発展ゼミナール１ 発展ゼミナール２ 卒業研究１ 卒業研究２ 

授業期間内単位数 20 20 18 16 11 20 10 4 119 

★集中・♦学外実習単位 0 1 2 0 0 0 4 1 8 

合計単位数 

（うち必修科目の単位） 

20 

（16） 

21 

（20） 

20 

（16） 

16 

（10） 

11 

（2） 

20 

（4） 

14 

（2） 

5 

（2） 

127

（72） 

１）この履修モデルによって学びを進めるなかで、資格取得を希望しない場合は、黄色の科目（合計 11単位）は履修をしないように指導し、学生の興味関心に応じて、「５教育・保育フィールド科目群」の「地域連携ボラン

ティア」や「６特化プログラム群」等の中から 8単位以上を修得するように指導する。 

２）資格取得を希望しない学生の合計単位数は 124単位となる。 
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 ［後半］初等音楽研究 教育実習指導（小学校） 教育・保育インターンシップＡ 卒業研究１ ［後半］進路指導論（小）

３年 ［前半］特別活動の指導法（小）

２年 教育制度論（幼・小）
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 情報機器操作 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年

３年 初等算数科教育法 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 ［前半］生徒指導論（小）

３年 表現（音楽）の指導法 初等生活科教育法

２年
［前半］言葉
［後半］健康

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習 日本国憲法

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 １ １ ０ ３ １ １

３年 １ ２ １ １ １ ０

２年 ２ １ ２ ０ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ １ ２

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 教育・保育インターンシップＢ

３年 初等英語科教育法 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 初等家庭科教育法 初等体育科教育法 道徳の指導法（小）

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング ［前半］初等算数

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２ ［後半］初等図画工作研究

３年 初等社会科教育法 初等理科教育法 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ ２ ０ ０

３年 ３ ２ １ １ １ ２

２年 １ ２ ２ １ １ ２

１年 １ ２ １ ２ ２ ２

履修コマ
数

※実習除
く

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った小学校教諭（合計単位数127単位）　　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目

４限目

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習 ★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）

★集中・♦学外実習 ♦「学校体験活動」（２年前期［３セメスター］、６月／９月）、♦「教育実習（小学校）」（４年前期［７セメスター］、６月）

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った小学校教諭（合計単位数127単位）　　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目
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履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った保育士 

 子どもとそれを取り巻く社会状況及び教育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの

連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、それに基づいた就学前の子どもの保育を展開

できる保育士を目指す。また、資格取得を希望しない場合の履修についても示す。 

 

【予想される将来像】保育士 〈資格取得を希望しない場合〉児童福祉施設職員、子ども

に関わる一般企業（例えば民間幼児教室、託児所）など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子どもを連続的に捉える力や、社会的課題へ

の理解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化プログラム」に参加を促すなどの履修

指導を行っていく。 

 

 
 

 

 

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った保育士 

 科目区分 １セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター  

教
養
科
目
・
他 

教養科目 

【学修成果①】 

入門ゼミナールＡ 

シティズンシップ（現代社会と市民） 

シティズンシップ（社会参画の意義） 

健康・フィットネス理論実習 

英語リーディング＆ライティング 

入門ゼミナールＢ 

地域理解 

国際理解 

生涯スポーツ理論実習 

英語リスニング＆スピーキング 

現代文明論 

 

現代教養講義     

 

専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

１教職・保育基礎科目群 

【学修成果①②】 

教育原理（幼・小） 

教職論（幼・小） 

保育原理 

社会福祉 

保育者論 

教育心理学（幼・小） 

教育課程論（幼・小） 

子ども家庭福祉 

幼児教育原理 

★情報機器活用の理論と方法 

教育制度論（幼・小） 

特別支援教育（幼・小） 

教育方法論（小） 

保育の心理学 

教育方法論（幼） 

社会的養護 

 

 教育相談（幼・小）   

 

２教科・保育内容に関す

る科目群 

【学修成果②③】 

保育内容総論 初等算数 

人間関係 

環境 

乳児保育 

障がい児保育 

初等音楽 

初等図画工作 

健康 

言葉 

表現（造形） 

表現（音楽） 

初等国語 

初等社会 

初等理科 

初等生活 

初等家庭 

初等体育 

初等英語 

子ども家庭支援論 

子ども家庭支援の心理学 

子どもの理解と援助 

子どもの食と栄養 

子どもの健康と安全 

 子どもの保健  

専
門
応
用
科
目 

３教科・保育内容の指導

法に関する科目群 

【学修成果③④】 

  人間関係の指導法 

環境の指導法 

乳児保育演習 

子育て支援 

初等音楽科教育法 

初等図画工作科教育法 

健康の指導法 

言葉の指導法 

保育の計画と評価 

初等生活科教育法 

表現（造形）の指導法 

表現（音楽）の指導法 

社会的養護演習 

初等国語科教育法 

初等家庭科教育法 

初等体育科教育法 

初等英語科教育法 

総合的な学習の時間の指導法（小） 

 

 

 

 

４教科・保育研究に関す

る科目群 

【学修成果④⑤】 

   

 

  保育内容研究Ａ   

専
門
発
展
・
実
践
科
目 

５教育・保育フィールド

科目群 

【学修成果④⑤】 

  

 

 保育実習指導１（保育園） 

♦保育実習１（保育園） 

保育実習指導１（施設） 

♦保育実習１（施設） 

 保育実習指導２ 

♦保育実習２ 

教職・保育実践演習（幼・小・保） 

 ６特化プログラム群 

【学修成果⑤～⑦】 

  

 

  

 

  接続期カリキュラム研究Ａ  

７卒業研究科目群 

【学修成果①～⑦】 

    

 

発展ゼミナール１ 発展ゼミナール２ 卒業研究１ 卒業研究２ 

授業期間内単位数 18 22 22 24 19 16 8 4 133 

★集中・♦学外実習単位 0 1 0 2 2 0 2 0 7 

合計単位数 

（うち必修科目の単位） 

18 

（16） 

23 

（20） 

22 

（16） 

26 

（10） 

21 

（2） 

16 

（4） 

10 

（2） 

4 

（2） 

140

（72） 

１）この履修モデルによって学びを進めるなかで、資格取得を希望しない場合は、「黄色の科目（合計 14単位）」は履修をしないように指導し、学生の興味関心に応じて、「緑色の科目（合計 8単位）」または「５教育・保育

フィールド科目群」の「地域連携ボランティア」や「６特化プログラム群」等の中から、6単位以上を修得するように指導する。 

２）資格取得を希望しない学生の合計単位数は 124単位となる。 
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年 卒業研究１

３年 保育実習指導１（施設） ［後半］子どもの健康と安全 子ども家庭支援の心理学

２年 教育制度論（幼・小） 環境の指導法
［前半］表現（音楽）
［後半］初等音楽

［前半］初等図画工作
［後半］表現（造形）

特別支援教育（幼・小）

１年 社会福祉 保育者論 英語リーディング＆ライティング 教職論（幼・小）

４年 保育実習指導２

３年 表現（造形）の指導法 発展ゼミナール１

２年 教育方法論（小） 保育の心理学

１年 保育原理
［前半］シティズンシップ（現代社会と市民）

［後半］シティズンシップ（社会参画の意義） ［前半］保育内容総論 入門ゼミナールＡ

４年 子どもの保健

３年
［前半］子どもの理解と援助
［後半］社会的養護演習

表現（音楽）の指導法 初等生活科教育法 子ども家庭支援論 子どもの食と栄養

２年
［前半］言葉
［後半］健康

［前半］子育て支援
［後半］乳児保育演習

人間関係の指導法 現代文明論

１年 教育原理（幼・小） 健康・フィットネス理論実習

４年 接続期カリキュラム研究Ａ

３年

２年

１年

４年 0 １ ０ １ ２ ０

３年 ２ ２ １ ２ １ ２

２年 ２ ２ ２ １ ２ ２

１年 ２ １ ２ ２ １ １

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

４年

３年 初等英語科教育法 保育内容研究Ａ 総合的な学習の時間の指導法（小）

２年 言葉の指導法 社会的養護
［前半］初等国語
［後半］初等生活

［前半］初等体育
［前半］教育方法論（幼）

１年 幼児教育原理
［前半］地域理解
［後半］国際理解

障がい児保育 教育心理学（幼・小）

４年

３年 初等家庭科教育法 初等体育科教育法

２年 初等音楽科教育法 初等図画工作科教育法
［前半］初等英語
［後半］初等社会

［前半］初等理科
［後半］初等家庭

１年 教育課程論（幼・小）
［前半］人間関係
［後半］環境

英語リスニング＆スピーキング ［前半］初等算数

４年 教職・保育実践演習（幼・小・保） 卒業研究２

３年 初等国語科教育法 教育相談（幼・小）

２年 保育実習指導１（保育園） 保育の計画と評価 健康の指導法 現代教養講義

１年 乳児保育 入門ゼミナールＢ 生涯スポーツ理論実習 子ども家庭福祉

４年

３年 発展ゼミナール２

２年

１年

４年 ０ １ １ ０ ０ ０

３年 ２ １ ２ １ １ １

２年 ３ ２ ２ ２ ２ ２

１年 ２ ２ １ ２ ２ ２

履修コマ
数

※実習除
く

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った保育士（合計単位数140単位）　　時間割（前期）

１限目

２限目

３限目

４限目

４限目

履修コマ
数

※実習除
く

★集中・♦学外実習 ★「情報機器活用の理論と方法」（１年後期［２セメスター］、２月）、♦「保育実習１（保育園）」（２年後期［４セメスター］、２月）

★集中・♦学外実習 ♦「保育実習１（施設）」（３年前期［５セメスター］、９月）、♦「保育実習２」（４年前期［７セメスター］、８月）

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見通す力」を持った保育士（合計単位数140単位）　　時間割（後期）

１限目

２限目

３限目
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 なお、この履修モデルの整理により、（６）において意見が付された「履修モデル⑦社会

実践力」は削除している。 

 

 以上の対応に基づき、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記するとともに、資料

「履修モデル」を差し替える。 

 

 

（５）への対応 

 修正した履修モデルに基づき、学生への履修指導を次のとおり行う。 

 

初年次より、各学生に、専任教員１名が指導教員として配置され、各学期の開始時及び

２年次終了時に実施する指導教員との面談カウンセリングにおいて、履修モデル及び時間

割に基づいて履修指導を行う。４年間の履修指導の流れは次のとおりである。 

 ①入学時においては、「入門ゼミナールＡ」の学びをとおして、児童教育学部児童教育学

科の学位プログラムで身につく力と、そのための教育課程について理解を深め、その

後の履修指導と連動させる。 

②１～２年次においては、各学期の面談カウンセリングで、学修成果評価結果（達成度）

に基づいて助言・履修指導を行うとともに、卒業後の進路を想定させながら、資格取

得に関する希望を確認し、それに対応した履修モデル及び時間割を用いて履修指導を

行う。 

③２年次終了時に「学びの統合レポート」を作成し、その内容とそれまでの学修成果評

価結果（達成度）を踏まえた面談カウンセリングを行う。この時点おいて卒業後の進

路を明確化させ、取得する資格を確定し、３年次以降に履修する科目について助言・

履修指導を行う。 

④３年次以降も、学修成果評価結果（達成度）を踏まえた面談カウンセリングを行うが、

卒業に向け、履修する科目について助言・履修指導を行うとともに、特化プログラム

の選択支援など、資格取得を含む将来のキャリア形成を支援し、当該学生が希望する

卒業後の進路につなげていく。 

 

 以上の対応に基づき、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記する。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（38～40ページ） 

新 旧 

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

４）成績評価・履修指導等 

＜略＞ 

③履修モデル・履修指導 

児童教育学部児童教育学科は、教育研究上の

５ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

＜略＞ 

４）成績評価・履修指導等 

＜略＞ 

③履修モデル 

履修モデルは、７つのモデルを設定するが、
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目的や養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーにより、「就学前教育・

保育と小学校教育を連続したもの、一体のもの

として学ぶ観点を養成していくカリキュラム」

が構築されている。それを踏まえて設定する履

修モデルは、現在求められている「多様な子ど

もを、継続的に見通す力」を持った教員（幼稚

園教諭・小学校教諭）・保育者（保育士）の養

成を基底とし、学生の卒業後の進路を見通した

次の３つのモデルとする。 

 

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った幼稚園教諭 

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った小学校教諭 

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った保育士 

 

そして、上記３つのそれぞれの履修モデルに

おいて、資格取得を希望しない場合を想定し、

小学校教諭、幼稚園教諭、保育士それぞれの専

門性や連続性・関連性に基づいた知識をもっ

て、企業や自治体などでの活躍を希望する学生

への指導もできるようにしている。 

すなわち、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士

の３つの分野を切り口に、学生が興味を持つ分

野から学修を進め、学生の希望に応じて、資格

を取得しないパターンから、全ての資格を取得

するパターンまで、履修指導ができるように、

「履修モデル」と、新たに提示する「時間割」

を組み合わせながら履修指導を行っていく計

画である。【資料４】参照 

 

なお、履修モデル①においては、幼稚園教諭

に加え、さらに小学校教諭免許、保育士資格の

３つの資格全て取得するパターンを示してお

り、修得すべき単位数は 170 単位となる。この

パターンが学生にとって最も学生の負担が大

きくなるが、「時間割」（『履修モデル①「多様

な子どもを、継続的に見通す力」を持った幼稚

基本的な４年間の学びの流れは次のとおりで

ある。 

１年次には、学部教員全員による、「入門ゼ

ミナールＡ」「入門ゼミナールＢ」（必修）の履

修を必修として、初年次の学修状況を確認しな

がら、学びをスタートする。 

２年次の終わりに、学生は「学びの統合レポ

ート」を作成する。１、２年次で身に付けた学

修内容による振り返りと、今後の学修計画・進

路について、教員とともに学びの方向性を定め

ていく。 

３年次は、「免許・資格」の選択、「特化プロ

グラム」の選択など、学生が身に付けたい力に

基づき方向性を定めていくことに加え、４年次

にかけて「７卒業研究科目群」（必修）の履修

を進めていく。卒業研究科目は、開講される各

研究テーマ、研究分野から選択していくが、ま

ず初めに開講する「発展ゼミナールＡ」におい

ては、研究全般に対する汎用的知識・技能を学

ぶことからスタートしていく。そして、６セメ

スターに開講される「発展ゼミナールＢ」の履

修の際に、改めて希望するテーマ、研究分野か

らゼミを選択し、「発展ゼミナールＢ」、「卒業

研究Ａ」、「卒業研究Ｂ」を通じて継続的な指導

の下、研究を深める。 

【７つの履修モデル】 【資料４】参照 

①小学校教諭免許・幼稚園教諭免許＋特化プロ

グラム（国際理解教育） 

教育を国際的な観点から捉えることができ、

多様な子ども、特に外国籍の子どもに対す 

る発達と文化への深い理解を踏まえた学習指

導を行うとともに、幼小の教育の見通しを持 

った指導・支援を展開することができる資質能

力を持つ。 

【予想される将来像】小学校教諭、幼稚園教諭、

インターナショナルスクール教員 

 

②幼稚園教諭免許・保育士資格＋特化プログラ

ム（地域子育て支援） 

就学前の子どもの教育・保育について、その
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園教諭【＋小学校教諭免許＋保育士資格】（合

計単位数 170 単位）』）のとおり、結果として、

２年次後期月曜日・３年次前期月曜日・３年次

後期月曜日・４年次前期木曜日で１日３コマと

なるものの前日の授業を０として予習・復習時

間を確保し、他の学期・曜日時限においては、

最大で２コマとして、予習・復習の時間を確保

しながら、４年間の学修を進められる体制を整

えている。 

各履修モデルの詳細は以下のとおりである。 

 

履修モデル①「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った幼稚園教諭 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教

育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの

連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、そ

れに基づいた就学前の子どもの教育を展開で

きる幼稚園教諭を目指す。また、幼稚園教諭免

許に加え、小学校教諭免許、保育士資格の取得

を目指す場合の履修、資格取得を希望しない場

合の履修についても示す。 

 

【予想される将来像】幼稚園教諭 〈さらに

資格取得を希望する場合〉小学校教諭、保育士、

保育教諭 〈資格取得を希望しない場合〉子ど

もに関わる一般企業（例えば民間幼児教室、ス

イミングスクール）など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子

どもを連続的に捉える力や、社会的課題への理

解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化

プログラム」に参加を促すなどの履修指導を行

っていく。 

 

 

履修モデル②「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った小学校教諭 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教

育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの

連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、そ

保護者に対する「親支援」も併せて行うこ 

とで、子どもが安心して育つ環境を考えた保育

を実践することができる。また、地域を巻 

き込みながら、子育て家庭への支援を展開し、

地域力を向上させる資質能力を持つ。 

【予想される将来像】保育教諭、保育士、幼稚

園教諭、児童相談所職員 

 

③小学校教諭免許・幼稚園教諭免許・保育士資

格 

子どもの発達の連続性に対する基盤的理解と

実践力を身につけた教員・保育者として活 

躍が期待される。小学校の教員として、就学前

教育・保育を踏まえて、子どもに対応でき 

る力量を持ち、保育者としては、小学校教育を

視野に収めた保育を展開できる資質能力を 

持つ。なお、小学校教諭免許・幼稚園教諭免許・

保育士資格の同時取得については、２年 

次終了段階時点、及びそれ以降において、ＧＰ

Ａ2.8未満の学生については、履修登録上 

限が 20 単位に設定されるため、４年間での取

得が困難になっており、その際は、本人の適 

性を踏まえ、適切な進路に向けて進路支援と併

せて、免許・資格の取得を目指すことにな 

る。 

【予想される将来像】小学校教諭、幼稚園教諭、

保育士、保育教諭、学童保育指導員 

 

④小学校教諭免許・幼稚園教諭免許・保育士資

格＋特化プログラム（保幼小連携） 

子どもの発達の連続性への深い理解と実践力

を身につけた教員・保育者として活躍が期 

待される。小学校の教員として、いわゆる「小

１プロブレム」に対応できる力量を持ち、 

保育者としては、小学校教育まで見通しを持っ

た保育を計画・展開できる資質能力を持つ。 

【予想される将来像】小学校教諭、幼稚園教諭、

保育士、保育教諭、学童保育指導員 

 

⑤小学校教諭免許＋教養（社会実践力） 
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れに基づいた教育を展開できる小学校教諭を

目指す。 

 

【予想される将来像】小学校教諭 〈資格取

得を希望しない場合〉学童保育指導員、子ども

に関わる一般企業（例えば学習塾、スイミング

スクール）など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子

どもを連続的に捉える力や、社会的課題への理

解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化

プログラム」に参加を促すなどの履修指導を行

っていく。 

 

 

履修モデル③「多様な子どもを、継続的に見

通す力」を持った保育士 

子どもとそれを取り巻く社会状況及び教

育・保育の役割の理解、子どもの発達と学びの

連続性に対する基盤的理解と実践力を備え、そ

れに基づいた就学前の子どもの保育を展開で

きる保育士を目指す。また、資格取得を希望し

ない場合の履修についても示す。 

 

【予想される将来像】保育士 〈資格取得を

希望しない場合〉児童福祉施設職員、子どもに

関わる一般企業（例えば民間幼児教室、託児所）

など 

 

なお、資格取得を希望しない場合、多様な子

どもを連続的に捉える力や、社会的課題への理

解を深めるため、学生の興味にあわせて「特化

プログラム」に参加を促すなどの履修指導を行

っていく。 

 

以上説明した「履修モデル」及び「時間割」

に基づき、学生への履修指導を次のとおり行

う。 

 

初年次より、各学生に、専任教員１名が指導

小学校教員として、社会と教育・保育の関わ

りに対して積極的な興味関心を持ち、その 

幅広い基礎教養を基盤として、教育・保育に関

する諸課題に積極的に向き合い、地域の人々と

協働して解決に向けて活動できる資質能力を

持つ。 

【予想される将来像】小学校教諭、学習塾指導

者、地域コーディネーター 

 

⑥保育士資格＋特化プログラム（障がい児支

援） 

多様な発達段階（障がい児等）の子どもに対

して、その発達や成長過程を把握し、きめ細か

な、かつ見通しを持った支援をすることができ

る。また、保護者に対しても、専門性に基づい

た親支援と育児支援を行う保育を展開する資

質能力を持つ。 

【予想される将来像】保育士、児童福祉施設職

員 

 

⑦社会的実践力 

社会における教育・保育の意義と、教員・保

育者の役割を理解し、それをもとにこれか 

らの子どもが幸せに生きることのできる社会

の実現に向けて、地域の人々と協働し、自ら 

できることを考えて、実践することができる。 

【予想される将来像】子ども関係の一般企業

（子ども服等）、小児医院スタッフ、スイミン 

グクラブインストラクター、学習塾指導者、地

域コーディネーター、企業の研修担当者 
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教員として配置され、各学期の開始時及び２年

次終了時に実施する指導教員との面談カウン

セリングにおいて、履修モデル及び時間割に基

づいて履修指導を行う。４年間の履修指導の流

れは次のとおりである。  

①入学時においては、「入門ゼミナールＡ」

の学びをとおして、児童教育学部児童教育学科

の学位プログラムで身につく力と、そのための

教育課程について理解を深め、その後の履修指

導と連動させる。 

②１～２年次においては、各学期の面談カウ

ンセリングで、学修成果評価結果（達成度）に

基づいて助言・履修指導を行うとともに、卒業

後の進路を想定させながら、資格取得に関する

希望を確認し、それに対応した履修モデル及び

時間割を用いて履修指導を行う。 

③２年次終了時に「学びの統合レポート」を

作成し、その内容とそれまでの学修成果評価結

果（達成度）を踏まえた面談カウンセリングを

行う。この時点おいて卒業後の進路を明確化さ

せ、取得する資格を確定し、３年次以降に履修

する科目について助言・履修指導を行う。 

④３年次以降も、学修成果評価結果（達成度）

を踏まえた面談カウンセリングを行うが、卒業

に向け、履修する科目について助言・履修指導

を行うとともに、特化プログラムの選択支援な

ど、資格取得を含む将来のキャリア形成を支援

し、当該学生が希望する卒業後の進路につなげ

ていく。 
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（改善事項）児童教育学部 児童教育学科 

３．シラバスについて、以下の点を明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改める

こと。 

（１）幼児理解の学問的な基盤である「教育方法論（幼）」において、根幹となる「子ども 

理解」に関する授業計画の説明が不十分なため、必要に応じて当該科目の授業計画の構成

及び記載を適切に改めること。 

（２）「特別支援教育」「障がい児保育指導論」「教育相談」といった科目の説明も全般的に 

表面的な記載にとどまっているため、履修する学生の理解を促す観点から十分に説明する

とともに、必要に応じて適切に改めること。 

（３）シラバスの記載について、授業科目名称に付されている Aと Bの関連性が授業科目 

間で統一されていないなど、不備が散見されるため、網羅的に確認を行い、適切に改める

こと。 

（対応） 

  

（１）（２）への対応 

 付された意見に基づき、次の科目のシラバスを修正する。 

 

「教育方法論（幼）」 

「教育方法論（幼）」の根幹となる、「子ども理解」に関する授業計画を明確にすべく、「子

ども理解」を扱う授業を、「教育方法論（幼）」の【第１回】【第２回】に設定する。【第１

回】では、保育という営みを「子ども理解」との関係性から理解する内容とする。【第２回】

では、保育を実践するための基盤となる「子ども理解」の重要性と、それを踏まえた保育

実践について理解する内容、また、子ども理解を促すための具体的方法として、保育の観

察・記録について学ぶ内容を扱うことを記載する。 

 

「特別支援教育（幼・小）」 

 「特別支援教育（幼・小）」は、特別の支援を必要とする幼児・児童の学習上または生活

上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して必要な知識や支援方法を理解することを

目的としているが、シラバスに、幼児・児童が特別の支援を必要とする背景等について具

体的に記載することで、履修する学生の理解を促す。 

  

「障がい児保育指導論」 

 「障がい児保育指導論」は、将来、保育・教育現場で特別の支援を必要とする子どもに

出会った際に、自らの力で課題解決ができる知識及び技能を習得できるようになることを

目的としているが、シラバスに、保育・教育現場で特別の支援を必要とする子どもに関す

る具体的な状況を記載することで、履修する学生の理解を促す。 

 

「教育相談（幼・小）」 

「教育相談（幼・小）」は、幼児・児童に教育を実践する中で、幼児や児童の課題や困難

を理解し、それらを支援する上で必要とされる教育相談の基本となる理論と方法および関
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係者との連携・協働の基礎、態度を身につけることを目的としているが、シラバスに、教

育活動における教育相談とは何か、その果たす役割を理解に関して、具体的な状況を記載

することで、履修する学生の理解を促す。 

 

 以上の対応に基づいてシラバスを修正する。 

 

（新旧対照表）シラバス「教育方法論（幼）」 

新 旧 

テーマ 

幼児理解の学問的な基盤である「教育方法

論」において、その根幹となる子どもの発達や

学びの姿などの子ども理解に基づく保育・幼児

教育の方法を理解し、保育を実践するための技

術を身に付ける。 

＜略＞ 

授業計画 

◆授業スケジュール 

【第１回】子ども理解に基づく保育という営み

について 

 保育実践の具体的事例から、子どもが主体的

に環境にかかわりながら育つという乳幼児期

の特徴を踏まえた、適切な子ども理解に基づく

保育という営みについて理解を深める。 

【第２回】子ども理解について 

 保育の基本となる子ども理解の重要性とそ

れに基づく保育実践について理解する。また子

ども理解を促すための具体的方法として、保育

の観察・記録について学ぶ。 

【第３回】幼児教育の基本①；遊びを中心とし

た保育について 

 育みたい資質・能力と子どもの遊びとの関係

について学ぶ。具体的な事例から、遊びをとお

した子ども理解、及び遊びを中心とした指導に

ついて考える。 

【第４回】幼児教育の基本②；保育者の援助に

ついて 

 保育実践における保育者の役割について学

び、保育の実践事例から子ども理解に即した具

体的な環境構成や保育者の援助について考え

る。 

テーマ 

子どもの多様な発達や学びの姿を捉えなが

ら、それを支える保育の方法について理解し、

保育を実践するための技術を身に付ける。 

 

 

＜略＞ 

授業計画 

◆授業スケジュール 

【第１回】ガイダンス：保育という営みについ

て 

保育実践の具体的事例から、子どもたちが主

体的に環境にかかわりながら育つという乳幼

児期の特徴とそこでの保育について理解を深

める。 

【第２回】幼児教育の基本①；遊びを中心とし

た保育について 

育みたい資質・能力と子どもの遊びとの関係

について学び、遊びを中心とした指導あり方に

ついて考える。 

【第３回】幼児教育の基本②；保育者の援助に

ついて 

遊びを中心とした保育における保育者の役

割について学び、実践事例から具体的な援助方

法について理解する。 

 

【第４回】子ども理解について 

保育における子ども理解の意義を理解する。

また子ども理解を促すための具体的な方法に

ついて知り、実践する。 
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＜略＞ 

授業計画 

◆予習・復習 

【第１回】 

予習：幼稚園教育要領第 1 章総則の第１～第４

までを読み、子ども理解と保育の基本的な構造

について調べる。 

復習：子ども理解に基づく保育について、具体

的な事例を挙げて説明できるようにし、ノート

にまとめる。 

【第２回】 

予習：保育の記録にはどのような種類があるか

調べておく。 

復習：授業で学んだことを基にしながら、子ど

も理解を目的とする保育の記録を具体例とし

て書き、まとめる。 

【第３回】 

予習：テキストを読み乳幼児の発達の特徴と、

それに基づく遊びの特徴について説明できる

ようにしておく。 

復習：授業で学んだことを基にし、遊び事例に

おける子どもの発達と環境構成を考える。 

【第４回】 

予習：テキストを読み子ども理解と保育者の援

助の関係について、具体例を挙げながら説明で

きるように調べておく。 

復習：保育の実践事例から、子ども理解に即し

た保育者の援助について自分の考えをまとめ

る。 

＜略＞ 

授業計画 

◆予習・復習 

【第１回】 

予習： 幼稚園教育要領第 1章総則の第 1～第４

までを読み、保育の基本的 

な構造について調べる。 

復習：保育実践を保育の構造から読み取り、考

察する。 

 

【第２回】 

予習：テキストを読み乳幼児の遊びの特徴につ

いて説明できるようにしておく。 

復習：授業で学んだことを基にし、遊び事例に

おける環境構成を考える。 

 

【第３回】 

予習：テキストを読み 保育者の援助とは何か

具体的に説明できるように調べておく。 

復習：保育の実践事例から、保育者の援助につ

いて自分の考えをまとめる。 

 

【第４回】 

予習：保育の記録にはどのような種類があるか

調べておく。 

復習：授業で学んだことを基にしながら、保育

の記録を書く。 

 

 

 

（新旧対照表）シラバス「特別支援教育（幼・小）」 

新 旧 

テーマ 

通常の学級にも在籍している特別の支援を

必要とする幼児・児童、障害はないが特別の教

育的ニーズのある幼児・児童に対する理解を深

め、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や

関係機関と連携しながら組織的に対応してい

くために必要な知識や支援方法を理解する。 

テーマ 

通常の学級にも在籍している特別の支援を

必要とする幼児・児童、障害はないが特別の教

育的ニーズのある幼児・児童に対する理解を深

める。 
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＜略＞ 

授業要旨または授業概要 

 文部科学省(2012)の調査によると、通常の学

級に知的発達に遅れはないものの学習面また

は行動面で著しい困難を示す児童・生徒が約

6.5%の割合で在籍している。一方で、障害はな

いが、母国語、貧困、ジェンダー等の問題によ

り特別の支援を必要とする幼児・児童も通常の

学級に在籍している。その結果、幼児・児童が

学習上または生活上の困難を感じているばか

りでなく、教員自身もこれらの幼児・児童に対

して必要にして十分な支援を行うことができ

ずに困っているという実態がある。教職を目指

す学生が、これらの特別の支援を必要とする幼

児・児童が授業において学習活動に参加してい

る実感・達成感をもちながら学び、生きる力を

身に付けていくことができるよう、幼児・児童

の学習上または生活上の困難を理解し、個別の

教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と

連携しながら組織的に対応していくために必

要な知識や支援方法を理解することを目的と

する。 

＜略＞ 

授業要旨または授業概要 

通常の学級にも在籍している発達障害や軽

度知的障害をはじめとする様々な障害等によ

り特別の支援を必要とする幼児・児童が授業に

おいて学習活動に参加している実感・達成感を

もちながら学び、生きる力を身に付けていくこ

とができるよう、幼児・児童の学習上または生

活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対

して、他の教員や関係機関と連携しながら組織

的に対応していくために必要な知識や支援方

法を理解することを目的とする。 

 

 

（新旧対照表）シラバス「障がい児保育指導論」 

新 旧 

授業要旨または授業概要 

 本科目は、４年次後期に設定されており、１

年次の「障がい児保育」、２年次の「特別支援

教育（幼・小）」の延長線上にある。また、こ

の時期は、保育・教育実習を経て、卒業後の保

育・教育現場への移行期であるともいえる。実

際の保育・教育現場には、障がいを含め様々な

特別の支援を必要とする子どもが在籍してい

る。中には、音声言語を獲得できていない子ど

も、食事・排せつ等日常生活動作を習得できて

いない子ども、離席・暴言・暴力を示す子ども

や集団に参加できない子どももいる。このよう

な子どもの発達課題や問題行動を改善し、適切

な行動を形成するためには、これまでの経験や

授業要旨または授業概要 

本科目は、４年次後期に設定されており、１

年次の「障がい児保育」、２年次の「特別支援

教育（幼・小）」の延長線上にある。また、こ

の時期は、保育・教育実習を経て、卒業後の保

育・教育現場への移行期であるともいえる。実

際の保育・教育現場には、障がいを含め様々な

特別の支援を必要とする子どもが在籍してい

る。中には、離席・暴言・暴力を示す子どもや

集団に参加できない子どももいる。このような

子どもの問題行動を改善し、適切な行動を形成

するためには、アセスメント、目標の設定、支

援計画の作成、具体的な支援方法、評価、レポ

ートの作成に関する具体的かつ科学的な知識
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知識及び技能だけでは不十分であるといえる。

特別の支援を必要とする子どもに対して効果

的な支援行うためには、アセスメント、目標の

設定、支援計画の作成、具体的な支援方法、評

価、レポートの作成等に関する具体的かつ科学

的な知識及び技能が必要とされる。本科目で

は、将来、保育・教育現場で特別の支援を必要

とする子どもに出会った際に、他の保育者や教

員と連携しながら課題解決ができる知識及び

技能を習得できるようになることを目的とす

る。 

及び技能が必要とされる。本科目では、将来、

保育・教育現場で特別の支援を必要とする子ど

もに出会った際に、自らの力で課題解決ができ

る知識及び技能を習得できるようになること

を目的とする。 

 

（新旧対照表）シラバス「教育相談（幼・小）」 

新 旧 

テーマ 

社会の多様化・複雑化、高度情報化が進む中、

登園渋り、不登校、いじめ、虐待、発達障害な

ど子どもが抱える困難も複雑化・多様化してい

る。教育相談は、一人ひとりの子どもの教育的

課題、援助ニーズの適切な理解と支援を通し

て、子どもの成長・発達と人格の成長を支援す

る教育活動である。本講義では、子どもの発達

と適応上の困難を適切に理解し支援するため

に必要な教育相談の基礎知識、意義と目的、理

論と技法を身につける。さらに事例を通して子

どもの困難の具体的理解と支援、保護者や関係

者との連携・協働を学ぶ。これらを通して教育

相談の意義・役割を理解する。 

＜略＞ 

授業要旨または授業概要 

幼児・児童期は人生の基本・基礎となる時期

であり、その後の人生に影響する大事な時期で

ある。本講義は、近年、一層多様化、複雑化す

る幼児・児童期の子どもの適応上の困難や課題

を適切に理解し、支援する上で必要な教育相

談・カウンセリングの基本的理論、受容・傾聴・

共感的理解等の基礎的姿勢や技法を学ぶ。さら

に、不登校、いじめ、発達障害等の具体事例を

通して、幼児・児童期の問題を適切に理解し、

テーマ 

教育活動における教育相談とは何か、その果

たす役割を理解し、教育相談の理論と教育相談

の方法に関する基本を理解し、実際の事例を理

解し、対応の基本を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜略＞ 

授業要旨または授業概要 

人は、その一生、すなわち子どもから老人ま

で様ざまな変化と発達を遂げる。幼児・児童期

はその人生の基本・基礎となる時期であり、そ

の後の人生に様ざまな影響を及ぼす大事な時

期である。一方、人はその変化と発達をとげる

中で様ざまな課題と困難に出会う。本講義は幼

児・児童に教育を実践する中で、幼児や児童が

出会う様ざまな課題や困難を理解し、それらを

支援する上で必要とされる教育相談の基本と
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子どもや保護者への具体的支援、専門家、専門

機関等との連携・協働を通した組織的支援の基

礎と態度を身につける。これらを通して人の成

長と発達における幼児期・児童期の問題や不適

応の意味と教育相談の果たす意義・役割を理解

する。 

 

＜略＞ 

授業計画 

◆授業スケジュール 

【第１回】オリエンテーション、子どもの問題

とは 

現代社会における子どもの現状、幼児・児童

期の子どもの問題とは何かについて考える。生

涯発達の中での乳幼児期・児童期の子どもの発

達の様相、急速な変化を遂げ続ける社会の中

で、不登校，いじめ，児童虐待，子どもの貧困

等、多様化、複雑化、早期化する乳幼児・児童

期の子どもの問題・課題、家族関係、文化、社

会の中の子どもという視点で子どもの問題を

概説する。 

【第６回】教育相談における方法 

教育相談を進める上での受容、傾聴、共感的

理解などの基本的態度、相談の進め方、教育相

談の倫理、について概説する。 

なる理論と方法および関係者との連携・協働の

基礎、態度を身につけることを目的とする。同

時に幼児・児童の発達上の問題に関わる事例理

解を通し、一人ひとりの発達の様相を想い描

き、支援を通して人にとっての幼児期・児童期

の意味と教育相談の果たす役割を理解するこ

とを目的とする。 

＜略＞ 

授業計画 

◆授業スケジュール 

【第１回】オリエンテーション、子どもの問題

とは 

現代社会における子どもの現状、幼児・児童

期の子どもの問題とは何かについて考える。特

に幼児・児童期の子どもの発達との関連、家族

関係、文化、社会の中の子どもという視点で子

どもの問題を概説する。 

 

 

 

 

【第６回】教育相談における方法 

教育相談を進める上での基本的態度、相談の

進め方、教育相談の倫理、について概説する。 

 

（３）への対応 

 本学のルールにおいて、学びの内容が並行的な科目は「Ａ、Ｂ、・・・」、学びの内容が

連続的な科目は「１、２、・・・」の名称を使用するように定められている。このルールに

基づき、該当する全科目について、科目名と授業内容の見直しを行った。結果として、児

童教育学部児童教育学科の授業科目のうち、名称にＡ、Ｂが付されている科目と扱う学び

の内容は次のとおりである。 

「入門ゼミナールＡ、Ｂ」は、Ａにおいて、大学４年間での学びに必要なアカデミック・

スキルや児童教育学科の学びを、Ｂにおいて、社会における教育・保育や教員・保育者の

役割を中心に扱う。なお、この科目は大学全体の共通科目であり、他の学部・学科におい

ても、同様の方針で行う科目である。 

 「保育内容研究Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、領域「言葉」と「音楽表現」を、Ｂにおいて、

領域「健康」と「環境」を軸とする保育教材を扱う。 

「音楽実習Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、「春～夏」の季節や行事に関する童謡を、Ｂにおいて、

「秋～冬」の季節や行事に関する童謡を扱う。 

審査意見（６月）（本文）―43



「子育て支援演習Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、主に「親子関係の理解」「保護者理解」「子

育て支援の役割理解」を、Ｂにおいて、主に「保護者支援」「親子支援」を扱う。 

 「海外教育体験Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、デンマークの保育園・小学校等、Ｂにおいて、

タイの保育園・小学校等での体験を扱う。  

「接続期カリキュラム研究Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、幼稚園年長児後半の「アプローチ

カリキュラム」を、Ｂにおいて、小学校１年生入学当初の「スタートカリキュラム」を扱

う。 

 「教育・保育インターンシップＡ、Ｂ」は、教育・保育現場での実践活動をとおして、

Ａにおいて、「多様な子どもの発達と学びの理解」と「それに基づく教育・保育実践力」の

確認及びその資質能力の向上を、Ｂにおいて、「多様な子どもの発達と学びを踏まえた構

想・実践」にかかわる、自らの「教育・保育構想力及び教育・保育実践力」の確認と更な

る資質能力の向上を目指す。 

 「発展ゼミナールＡ、Ｂ」は、Ａにおいて、２年次までの学びから生じた自らの課題意

識を明確化し、その解決に向けた研究テーマの設定の仕方及び研究内容・方法を身につけ、

Ｂにおいて、研究テーマを設定して研究活動を進める。 

 「卒業研究Ａ、Ｂ」は、Ａにおいて、「発展ゼミナールＢ」での研究活動の成果を発表し

て研究計画を修正し、Ｂにおいて、研究活動の成果を「卒業研究レポート（論文）」として

まとめる。 

 以上を踏まえ、学内ルールに基づき、学びの内容が並行的な科目は「Ａ、Ｂ、・・・」、

学びの内容が連続的な科目は「１、２、・・・」として、再度、確認・整理した結果、「発

展ゼミナールＡ、Ｂ」及び「卒業研究Ａ、Ｂ」は、大学４年間の学びの集大成である「専

門発展科目」の「７卒業研究科目群」を連続して構成する科目であり、研究活動の成果を

「卒業研究レポート（論文）」にまとめる一連の学びの内容であるため、科目名称を「発展

ゼミナール１、２」、「卒業研究１、２」に修正する。 

 

 以上の対応に基づいて、設置申請書の各様式において科目名称の変更を反映する。 
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（改善事項）児童教育学部 児童教育学科 

４．実習について、以下の点が不明確であるため、明確に説明するとともに、必要に応じ

て適切に改めること。 

（１）実習に参加する学生の規模や実習参加の決定プロセス、指導体制等が不明確である

ため、明確に説明すること。 

（２）実習の評価について、実習担当教員が「総合的に判断し、単位認定を行う」旨の説

明があるが、評価の客観性が担保されているか不明確であるため、具体的かつ明確に説明

すること。 

（対応） 

 

（１）への対応 

 各実習に参加する学生の規模について、次のとおり想定している。 

「学校体験活動」は、２年次前期に開講され、学生の将来の進路の決定時期と重なるこ 

とから、多くの学生が履修すると思われるため、135 名程度を想定している。 

「教育実習（幼稚園）」、「教育実習（小学校）」、「保育実習１(保育園)」、「保育実習１（施

設）」、「保育実習２」は、２年次後期から４年次にかけて開講され、学生の将来の進路に基

づいて実践を行い資格取得にもつながる科目であるため、各科目 80名程度を想定している。 

実習参加のプロセスについては、参加希望学生の免許資格に関わる科目の履修状況、学

修成果評価結果（達成度）、面談カウンセリング記録等に基づき、参加希望学生の指導教員

と個別で面談を行い、教育・保育に対する熱意や意欲を確認したうえで、児童教育学部の

実習委員会で審議し、専任教員全員による実習参加の可否を確認して参加が決定する。 

実習の指導体制について、学生の実習の参加決定や実習に係る指導の全体的な運営等を

児童教育学部のすべての専任教員により構成する実習委員会が行い、実習の事前事後指導、

成績評価等の実習指導の中心部分は、実習科目を担当する教員が担う。さらに実習中の巡

回指導は、児童教育学部の専任教員で分担する。以上により、複数の教員による組織的な

実習指導体制となっている。 

 

（２）への対応 

実習の評価は次の方法により行う。 

実習担当教員は、実習先からの評価と、学生から児童教育学部に提出された「実習日誌」

と「事後レポート」の評価を合わせ、実習の各科目のシラバスに明示されている「学修成

果」の観点毎の評価比率、評価方法により、「学修の到達目標」に準じた各「評価項目」と

「総合評価」について、「Ａ：十分できている／Ｂ：できている／Ｃ：努力を要する／Ｄ：

かなり努力を要する」の４段階で評価する。 

なお、実習担当教員は複数の教員で構成されており、評価の最終決定にあたっては、担

当教員全員による最終確認を行い、妥当性を確認したうえで単位認定することにより、評

価の客観性を担保する。 

 

以上の対応に基づき、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（40～47ページ） 

新 旧 

６ 実習の具体的計画 

＜略＞ 

２．実習の種類 

 児童教育学科で実施される学外実習は、取得

する免許・資格に応じて、以下の６つの実習科

目を展開する。 

 なお、各実習に参加する学生の規模につい

て、次のとおり想定している。 

「学校体験活動」は、２年次前期に開講され、

学生の将来の進路の決定時期と重なることか

ら、多くの学生が履修すると思われるため、135

名程度を想定している。 

「教育実習（幼稚園）」、「教育実習（小学校）」、

「保育実習１(保育園)」、「保育実習１（施設）」、

「保育実習２」は、２年次後期から４年次にか

けて開講され、学生の将来の進路に基づいて実

践を行い資格取得にもつながる科目であるた

め、各科目 80名程度を想定している。 

＜略＞ 

５．実習水準の確保の方策 

教育実習及び保育実習を履修するにあたっ

ては、次のような基準を設定し、それを満たし

ていることが実習参加の条件となる。 

 

 

 

 

 

 

 

＜略＞ 

なお、実習参加のプロセスについては、参加

希望学生の免許資格に関わる科目の履修状況、

学修成果評価結果（達成度）、面談カウンセリ

ング記録等に基づき、参加希望学生の指導教員

と個別で面談を行い、教育・保育に対する熱意

や意欲を確認したうえで、児童教育学部の実習

委員会で審議し、専任教員全員による実習参加

６ 実習の具体的計画 

＜略＞ 

２．実習の種類 

 児童教育学科で実施される学外実習は、取得

する免許・資格に応じて、以下の６つの実習科

目を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜略＞ 

５．実習水準の確保の方策 

教育実習及び保育実習を履修するにあたっ

ては、次のような基準を設定し、それを満たし

ていることが実習参加の条件となる。また、児

童教育学部の e-ポートフォリオシステムの「履

修カルテ」（免許資格にかかわる科目履修状況、

学修成果習得状況、面談カウンセリング記録

等）におけるそれまでの履修状況に基づいて面

談を行い、教育・保育に対する熱意や意欲を確

認したうえで、児童教育学部教授会の審議を経

て、実習参加の可否を決定する。 

＜略＞ 
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の可否を確認して参加が決定する。 

実習の指導体制について、学生の実習の参加

決定や実習に係る指導の全体的な運営等を児

童教育学部のすべての専任教員により構成す

る実習委員会が行い、実習の事前事後指導、成

績評価等の実習指導の中心部分は、実習科目を

担当する教員が担う。さらに実習中の巡回指導

は、児童教育学部の専任教員で分担する。以上

により、複数の教員による組織的な実習指導体

制となっている。 

＜略＞ 

１１．成績評価体制及び単位認定方法 

＜略＞ 

実習の評価は次の方法により行う。 

実習担当教員は、実習先からの評価と、学生

から児童教育学部に提出された「実習日誌」と

「事後レポート」の評価を合わせ、実習の各科

目のシラバスに明示されている「学修成果」の

観点毎の評価比率、評価方法により、「学修の

到達目標」に準じた各「評価項目」と「総合評

価」について、「Ａ：十分できている／Ｂ：で

きている／Ｃ：努力を要する／Ｄ：かなり努力

を要する」の４段階で評価する。 

なお、実習担当教員は複数の教員で構成され

ており、評価の最終決定にあたっては、担当教

員全員による最終確認を行い、妥当性を確認し

たうえで単位認定することにより、評価の客観

性を担保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜略＞ 

１１．成績評価体制及び単位認定方法 

＜略＞ 

実習評価は、各項目及び総合評価について、

「Ａ：十分できている／Ｂ：できている／Ｃ：

努力を要する／Ｄ：かなり努力を要する」の４

段階により評価できるようにし、実習先から実

習評価と、実習生から児童教育学部に提出され

た「実習日誌」と「事後レポート」の評価を合

わせ、実習担当教員で総合的に判断し、単位認

定を行う。 
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（改善事項）児童教育学部 児童教育学科 

５．専任教員の年齢構成が高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、若手

教員の採用計画など教員組織の将来構想を明確にすること。 

（対応） 

 

 児童教育学部児童教育学科の専任教員は、教授９名、准教授６名、講師５名、助教１名

で構成され、完成年度における年齢構成は、下表のとおりとなる。 

表 児童教育学科専任教員の職位別年齢構成（完成年度・令和７年） 

職位＼年齢 30～39 40～49 50～59 60～64 65～ 小計（人） 

教 授   ３ ２ ４（４） ９ 

准教授  ２ ２ ２（２）  ６ 

講 師 １ ３ １   ５ 

助 教     １（１） １ 

小 計 １ ５ ６ ４ ５ ２１ 

構成比率（％） 4.8 23.8 28.6 19.0 23.8  

※（ ）内は（高）の教員数 

 

 完成年度後の教員組織の計画について、定年を超えた教員の補充に関して、令和 10年度

完了として、次のとおり 30～40歳代の若手教員を含む後任の補充計画を策定している。 

対象者 採用 

予定年度 

採用条件等 

教員Ｂ（教授 67歳） 

主な担当：「初等社会科教育

法」 

令和 10年度 修士もしくは博士の学位を有する 30歳代で、教職課程の 

「教科及び教科の指導法（社会科）」を専門分野とし、 

講師レベルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｐ（教授 70歳） 

主な担当科目：「教育課程論

（幼・小）」 

令和８年度 修士もしくは博士の学位を有する 50歳代で、教職課程の

「教育学・カリキュラム論」を専門分野とし教授レベル

の教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｅ（教授 69歳） 

主な担当科目：「教育相談

（幼・小）」 

令和９年度 修士もしくは博士の学位を有する 50歳代で、教職課程の

「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目（教育相談）」を専門分野とし、

教授レベルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｉ（教授 69歳） 

主な担当科目：「特別支援教

育（幼・小）」 

令和９年度 修士もしくは博士の学位を有する 40歳代で、教職課程の

「教育の基礎的理解に関する科目（特別支援教育）」を専

門分野とし、准教授レベルの教育研究業績を有すると認

められる者 

教員Ａ（准教授 62歳） 

主な担当科目：「初等生活」 

令和 10年度 修士もしくは博士の学位を有する 30歳代で、教職課程の

「教科教育学（生活科）」を専門分野とし、講師レベルの

教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｎ（准教授 64歳） 令和８年度 修士もしくは博士の学位を有する 40歳代で、教職課程の
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主な担当科目：「教職論

（幼・小）」 

「教育の基礎的理解に関する科目」（教職の意義及び教員

の役割・職務内容）を専門分野とし、准教授レベルの教

育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｈ（助教 65歳） 

主な担当科目：「保育実習１

（保育園）」 

令和８年度 30歳代で、保育園の実務に関して経験実績を有し、助教

レベルの教育研究業績を有すると認められる者 

 

 また、開設から完成年度までの研究活動成果・研究業績を踏まえ、完成年度後、准教授

２名の教授への昇格、講師４名の准教授への昇格が想定される。 

この昇格と先に述べた後任の補充計画を反映した、令和 10年度における年齢構成は下表

のとおりであり、年齢構成が高齢に偏らない、教育研究の継続に支障のない教員組織とす

る計画である。 

表 児童教育学科専任教員の職位別年齢構成（令和 10年度） 

職位＼年齢 30～39 40～49 50～59 60～64 65～ 小計（人） 

教 授   ７  ２（２） ９ 

准教授  ５ ３   ８ 

講 師 ３     ３ 

助 教 １     １ 

小 計 ４ ５ １０  ２ ２１ 

構成比率（％） 19.1 23.8 47.6  9.5  

※（ ）内は（高）の教員数 

 

 以上の対応に基づいて、「設置の趣旨等を記載した書類」を修正・追記する。 

 

 （新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（53～55ページ） 

新 旧 

９ 教員組織の編成の考え方及び特色 

＜略＞ 

２．教員組織構成と組織の特色 

１）教育組織の年齢構成 

＜略＞ 

なお、完成年度における教員組織の年齢構成

は下表のとおりである。 

表 児童教育学科専任教員の職位別年齢構成

（完成年度・令和７年） 

９ 教員組織の編成の考え方及び特色 

＜略＞ 

２．教員組織構成と組織の特色 

１）教育組織の年齢構成 

＜略＞ 

なお、完成年度における教員組織の年齢構成

は下表のとおりである。 

表 児童教育学科専任教員の職位別年齢構成

（完成年度・令和７年） 
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※（ ）内は（高）の教員数 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定

年規程」のとおりであり、完成年度までに定年

を迎える教員が７名（教授４名、准教授２名、

助教１名）いるが、「学校法人東海大学大学・短

大特任教員任用内規」第２条別表の規定に基づ

き、定年退職後も特任教員として再採用し、下

表のとおり、採用予定年度の前年度まで雇用す

ることについて、「東海大学教員人事委員会」で

承認されている。【資料６】参照 

なお、完成年度において定年を迎える教員が、

専任教員全体の 23.8％となるが、これは次に述

べる「特化プログラム」に最低１名の“豊かな

現場経験を持つ教員”を配置した結果である。

加えて、児童教育学部が目指す教育体制を構築

するため、“大学設置基準上の必要専任教員数

を大幅に超える教員を配置したこと”も一つの

要因になっている。 

その結果として、割合的には完成年度までに、

定年を迎える教員が２０％を超える状況になる

が、次に述べる具体的な計画より、年齢構成の

バランスをとっていく計画である。 

完成年度後の教員組織の計画について、定年

を超えた教員の補充は、令和 10年度完了とし

て、次のとおり 30～40歳代の若手教員を含む後

任の補充計画を策定している。 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内は（高）の教員数 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定

年規程」のとおりであり、完成年度までに定年

を迎える教員が５名（教授３名、准教授１名、

助教１名）いるが、「学校法人東海大学大学・短

大特任教員任用内規」第２条別表の規定に基づ

き、定年退職後も特任教員として再採用し、下

表のとおり、採用予定年度の前年度まで雇用す

ることについて、「東海大学教員人事委員会」で

承認されている。【資料６】参照 

完成年度後の教員組織の計画については、令

和７年度の完成年度以降において、中堅・若手

教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を

目指すとともに、定年を超えている教員につい

ては、次のとおり後任の補充計画を策定してい

る。

 

この計画に基づき、他大学の現職教員、大学

院に在学している者等から広く候補者を募り、

本学の教員採用基準に照らし合わせた厳格な審

査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維

持・向上を図る。 
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この計画に基づき、他大学の現職教員、大学

院に在学している者等から広く候補者を募り、

本学の教員採用基準に照らし合わせた厳格な審

査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維

持・向上を図る。 

また、開設から完成年度までの研究活動成

果・研究業績を踏まえ、完成年度後、准教授２

名の教授への昇格、講師４名の准教授への昇格

が想定される。 

この昇格と先に述べた後任の補充計画を反映

した、令和 10年度における年齢構成は下表のと

おりであり、年齢構成が高齢に偏らない、教育

研究の継続に支障のない教員組織とする計画で

ある。 

 

 

 

 なお、完成年度において定年を迎える教員が、

専任教員全体の 23.8％となるが、これは次に述

べる「特化プログラム」に最低１名の“豊かな

現場経験を持つ教員”を配置した結果である。

加えて、児童教育学部が目指す教育体制を構築

するため、“大学設置基準上の必要専任教員数

を大幅に超える教員を配置したこと”も一つの

要因になっている。 

その結果として、割合的には完成年度までに、

定年を迎える教員が２０％を超える状況になる

が、今後の採用計画や、児童教育学部の教育研

究活動を継続し、様々な研究成果やノウハウを

蓄積・反映していくことにより、上表のとおり

年齢構成のバランスをとっていく計画である。 

対象者 採用 

予定年度 

採用条件等 

教員Ｂ（教授 67歳） 

主な担当：「初等社会科教

育法」 

令和 10年度 修士もしくは博士の学位を有する 30歳代で、教職課程

の 

「教科及び教科の指導法（社会科）」を専門分野とし、 

講師レベルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｐ（教授 70歳） 

主な担当科目：「教育課程

論（幼・小）」 

令和８年度 修士もしくは博士の学位を有する 50歳代で、教職課程

の「教育学・カリキュラム論」を専門分野とし教授レ

ベルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｅ（教授 69歳） 

主な担当科目：「教育相談

（幼・小）」 

令和９年度 修士もしくは博士の学位を有する 50歳代で、教職課程

の「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指

導、教育相談等に関する科目（教育相談）」を専門分野

とし、教授レベルの教育研究業績を有すると認められ

る者 

教員Ｉ（教授 69歳） 

主な担当科目：「特別支援

教育（幼・小）」 

令和９年度 修士もしくは博士の学位を有する 40歳代で、教職課程

の「教育の基礎的理解に関する科目（特別支援教育）」

を専門分野とし、准教授レベルの教育研究業績を有す

ると認められる者 

教員Ａ（准教授 62歳） 

主な担当科目：「初等生

活」 

令和 10年度 修士もしくは博士の学位を有する 30歳代で、教職課程

の「教科教育学（生活科）」を専門分野とし、講師レベ

ルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｎ（准教授 64歳） 

主な担当科目：「教職論

（幼・小）」 

令和８年度 修士もしくは博士の学位を有する 40歳代で、教職課程

の「教育の基礎的理解に関する科目」（教職の意義及び

教員の役割・職務内容）を専門分野とし、准教授レベ

ルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｈ（助教 65歳） 

主な担当科目：「保育実習

１（保育園）」 

令和８年度 30歳代で、保育園の実務に関して経験実績を有し、助

教レベルの教育研究業績を有すると認められる者 
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表 児童教育学科専任教員の職位別年齢構成

（令和 10年度） 

 

※（ ）内は（高）の教員数 
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（改善事項）児童教育学部 児童教育学科 

６．定員充足の根拠となる客観的なデータとして、近隣大学の教員・保育者養成系学部の

志願状況を挙げているが、設置の必要性において当該地域には教員・保育者養成系学部を

持つ大学が設置されていないと説明を行っていることとの整合性が必ずしも明確ではない

ため、その整合性について具体的に説明すること。 

（対応） 

  

 意見が付された内容について、次のとおり整合していることを説明する。 

 「設置の趣旨等を記載した書類」において、児童教育学部の設置の必要性として、神奈

川県の湘南地域（藤沢市、平塚市、茅ケ崎市、秦野市、伊勢原市）及び県西地域（小田原

市、足柄市）に教員・保育者養成系学部を持つ大学（４年制）がないため、神奈川県にお

ける教員・保育者養成機関の偏在を是正し、平塚市及び秦野市の要望に応えることを説明

している。 

「学生確保の見通し等を記載した書類」において、児童教育学部が設置される東海大学

の湘南キャンパス（平塚市）の在学生の９割は首都圏（神奈川県、東京都、千葉県）から

の学生であり、特に地元神奈川県内の全体の５割程度を占めていることから、「神奈川県」

と「全国」の二つの観点を軸に、児童教育学部の定員充足の見込みを分析している。 

「神奈川県」については、県内の高校生の大学志願状況と、県内に所在する児童教育学

部と同じ他の４年制大学の教員・保育者養成系学部の志願状況の分析を行った。 

分析を行うにあたり、先に述べたとおり、児童教育学部を設置する予定の湘南キャンパ

ス（平塚市・秦野市）を含む神奈川県の湘南地域（藤沢市、平塚市、茅ケ崎市、秦野市、

伊勢原市）及び県西地域（小田原市、足柄市）に教員・保育者養成系学部を持つ大学（４

年制）がないため、神奈川県の、湘南地域・県西地域以外の地域に所在する教員・保育者

養成系学部の志願状況を定員充足の根拠となる客観的なデータとして挙げている。挙げた

大学学部学科の所在地は次のとおりである。 

①國學院大學人間開発学部初等教育学科・子ども支援学科－横浜地域（横浜市） 

②明治学院大学心理学部教育発達学科－横浜地域（横浜市） 

③関東学院大学教育学部こども発達学科－横浜地域（横浜市） 

④桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部スポーツ教育学科－横浜地域（横浜市） 

⑤横浜創英大学こども教育学部幼児教育学科－横浜地域（横浜市） 

⑥東洋英和女学院大学人間科学部保育子ども学科－横浜地域（横浜市） 

⑦田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科－川崎地域（川崎市） 

⑧鎌倉女子大学児童学部児童学科・子ども心理学科、教育学部教育学科－横須賀三浦地域

（鎌倉市） 

⑨相模女子大学学芸学部子ども教育学科－県央地域（相模原市） 

⑩松蔭大学コミュニケーション文化学部子ども学科－県央地域（厚木市） 

 

以上の対応に基づき、説明の整合性が明確となるよう、「学生の確保等の見通しを記載し

た書類」を修正する。 
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（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（4 ページ） 

新 旧 

３）教員・保育者養成系学部の志願状況[神奈川

県] 

神奈川県の教員・保育者養成系学部の志願状

況の分析を行うにあたり、児童教育学部を設置

する予定の湘南キャンパス（平塚市・秦野市）

を含む神奈川県の湘南地域（藤沢市、平塚市、

茅ケ崎市、秦野市、伊勢原市）及び県西地域（小

田原市、足柄市）において、教員・保育者養成

系学部を持つ大学（４年制）がないため、神奈

川県の湘南地域・県西地域以外の地域に所在す

る教員・保育者養成系学部の志願状況を定員充

足の根拠となる客観的なデータとして挙げる。 

小学校教諭養成課程、幼稚園教諭養成課程、

および指定保育士養成施設を持つ大学の当該学

部・学科の充足率（2020年５月）は以下のとお

りである。 

３）教員・保育者養成系学部の志願状況[神奈

川県] 

児童教育学部を設置する予定の湘南キャン

パス（平塚市・秦野市）の近隣大学のうち、小

学校教諭養成課程、幼稚園教諭養成課程、およ

び指定保育士養成施設を持つ大学の当該学

部・学科の充足率（平成 20 年５月）は以下の

とおりである。 
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７．付された意見以外の対応について 

（１）「国際理解教育」 

「国際理解教育」は、申請時において、専任教員１名と兼任教員１名により担当する計

画であったが、教員審査において、専任教員１名の担当について保留の判定を受けた。改

めて学内で検討した結果、専任教員１名の担当については補充を行わず、「国際教育理解」

は、兼任教員１名のみの担当とすることとした。 
 「国際理解教育」は、日本社会の国際化と教育分野における国際理解教育を取り上げ、

具体的事例を通じて、異なる文化をもつ人々（子ども・保護者）を受容・理解する気持ち

や共生する態度を養うと同時に、相互理解を図る力や共生社会に生きるための協働力と自

己発信力を身につけさせ、複数の言語・文化の中で育ち、ことばを獲得していくことで養

うことができる能力について知るとともに、留意すべき点や課題についても触れる科目で

ある。 
 「国際理解教育」担当する兼任教員（獄肩志江）は、修士（人文科学）の学位を持ち、

日本語教育に係る著書１件、日本語教育及び在日外国人児童等に関する学術論文・調査報

告 17 件、学会発表 16 件の業績を有し、複数の大学等で日本語教育に係る人材養成に携わ

っている研究者であるため、この科目を教授するに十分な資質を有している。 

また、「国際教育理解」は３年次に開講する選択科目であり、50 名程度の履修者数を想

定しているため、兼任教員１名による担当となっても授業運営、教育効果に支障はない。 

 

 

以上 
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